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二
年
ほ
ど
ま
え
の
こ
と
、「
真
冬
の
津
軽

に
行
っ
て
み
よ
う
」
と
、
思
い
立
っ
た
。

「
津
軽
鉄
道
の
ス
ト
ー
ブ
列
車
に
乗
る
」
と

い
う
、
長
年
の
夢
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
。

青
森
県
の
津
軽
地
方
は
、
私
に
と
っ
て
思

い
入
れ
の
あ
る
地
域
だ
。
大
好
き
な
作
家
・

太
宰
治
の
出
生
地
だ
か
ら
。

三
十
代
の
頃
、
ひ
と
り
旅
で
津
軽
を
巡

り
、
金
木
町
に
あ
る
太
宰
の
生
家
「
斜
陽

館
」
を
訪
ね
た
こ
と
が
あ
る
。
太
宰
の
実

家
・
津
島
家
は
津
軽
地
方
の
大
変
な
有
力
者

で
、
当
時
は
「
金
木
の
殿
様
」
と
呼
ば
れ
て

い
た
そ
う
だ
。
そ
の
金
木
御
殿
が
、
い
ま
は

太
宰
治
記
念
館
と
な
っ
て
残
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
と
き
、
私
に
は
ち
ょ
っ
と
し
た
企
画

が
あ
っ
た
。
五
所
川
原
駅
か
ら
津
軽
鉄
道
に

乗
っ
て
、
金
木
駅
に
着
く
ま
で
の
あ
い
だ
、

太
宰
の
名
紀
行
文
「
津
軽
」
を
読
む
。
私
は

高
校
生
の
と
き
か
ら
こ
の
「
津
軽
」
を
繰
り

返
し
読
み
続
け
て
き
た
の
だ
が
、
い
つ
か
津

軽
鉄
道
に
乗
っ
て
こ
れ
を
読
ん
で
旅
情
に

浸
っ
て
み
た
い
も
の
だ
と
夢
想
し
て
き
た
。

い
よ
い
よ
そ
れ
が
か
な
う
こ
と
に
な
っ
て
、

う
れ
し
く
て
た
ま
ら
な
か
っ
た
の
を
、
昨
日

の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
す
。
津
軽
鉄
道
の

窓
際
の
席
に
陣
取
っ
て
、
さ
て
、
と
ば
か
り

に
文
庫
本
を
広
げ
た
。
津
軽
鉄
道
に
乗
っ
て

「
津
軽
」
を
読
み
つ
つ
金
木
に
向
か
う
の
は

こ
の
私
だ
け
だ
ろ
う
と
、
ち
ょ
っ
と
自
慢
し

た
い
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
て
い
た
。

車
内
に
は
、
私
以
外
に
、
地
元
の
人
ら
し

き
乗
客
と
、
い
か
に
も
観
光
客
ふ
う
の
女
性

の
乗
客
が
ふ
た
り
、
乗
っ
て
い
た
。
私
は
、

彼
女
た
ち
を
眺
め
て
、
目
を
見
張
っ
た
。
な

ん
と
、
彼
女
た
ち
も
「
津
軽
」
の
文
庫
本
を

広
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
驚
い

た
。
自
分
だ
け
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
か
と
、
何

と
な
く
悔
し
い
よ
う
な
気
持
ち
と
、
同
志
を

み
つ
け
て
喜
ば
し
い
気
持
ち
と
。
も
ち
ろ

ん
、
私
た
ち
は
三
人
と
も
金
木
で
下
車
し
、

微
妙
な
距
離
感
を
保
ち
つ
つ
、
一
路
「
斜
陽

館
」
へ
向
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
津
軽
鉄
道
で
は
「
ス
ト
ー
ブ
列

車
」
と
い
う
特
別
列
車
が
冬
に
な
る
と
登
場

す
る
こ
と
を
知
り
、
う
う
む
、
な
ら
ば
今
度

は
真
冬
に
ス
ト
ー
ブ
列
車
に
乗
っ
て
「
津

軽
」
を
読
む
ぞ
！　

と
心
に
誓
っ
た
。

こ
の
ス
ト
ー
ブ
列
車
は
、
東
北
の
冬
の
風

物
詩
と
し
て
、
一
番
列
車
が
走
る
と
ニ
ュ
ー

ス
に
な
る
く
ら
い
だ
か
ら
、
知
っ
て
い
る
人

も
多
い
と
思
う
。
ス
ト
ー
ブ
で
す
る
め
を
焼

い
た
り
、
暖
か
い
車
内
で
ビ
ー
ル
を
飲
ん
だ

り
し
て
、
実
に
楽
し
そ
う
な
様
子
を
、
私
も

何
度
か
テ
レ
ビ
で
見
た
。
そ
し
て
つ
い
に
そ

ス
ト
ー
ブ
列
車
に
乗
っ
て

原
田
マ
ハ

イラスト・岡林玲

第
三
話
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れ
に
乗
り
込
む
日
が
き
た
。
実
は
そ
れ
に
乗

り
た
い
が
た
め
に
、
金
木
を
舞
台
に
し
た
小

説
を
書
く
と
決
め
た
の
だ
。

念
願
か
な
っ
て
ス
ト
ー
ブ
列
車
に
乗
っ
た

ひ
と
と
き
は
、
そ
れ
は
そ
れ
は
楽
し
か
っ

た
。
焼
き
す
る
め
と
缶
ビ
ー
ル
で
、
見
知
ら

ぬ
人
々
と
乾
杯
し
た
。「
こ
れ
が
や
り
た

か
っ
た
の
よ
ね
」
と
、
乗
客
の
誰
も
が
い
い

笑
顔
だ
っ
た
。

目
が
覚
め
る
よ
う
な
白
一
色
の
風
景
の
中

を
、
私
た
ち
を
乗
せ
て
列
車
は
走
っ
た
。

あ
っ
と
い
う
ま
に
金
木
駅
に
着
い
て
し
ま
っ

た
。
あ
あ
楽
し
か
っ
た
、
と
雪
深
い
ホ
ー
ム

に
降
り
立
っ
た
と
き
、
あ
っ
と
気
が
つ
い

た
。
―
―
「
津
軽
」
を
読
む
の
を
忘
れ
て
し

ま
っ
た
こ
と
に
。

だ
か
ら
、
も
う
一
度
、
ス
ト
ー
ブ
列
車
に

乗
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
と
き
こ
そ

は
、「
津
軽
」
の
文
庫
を
忘
れ
ず
に
膝
の
上

に
広
げ
て
か
ら
、
ビ
ー
ル
で
乾
杯
す
る
こ
と

に
し
よ
う
。

◎日本民営鉄道協会とは？
昭和 42 年に社団法人として設立、平成 24 年 4 月 1 日付で一般社団法
人に移行、71 社の民営鉄道会社で組織されています。
輸送力の増強と安全輸送の確保を促進し、鉄道事業の健全な発達を図り、
もって国民経済の発展に寄与することを目的とした活動を行っております。
なお、JR 各社や公営地下鉄などは加入しておりません。
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は
ら
だ
ま
は

作
家
。
東
京
都
生
ま
れ
。
関
西
学
院
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
、
早

稲
田
大
学
第
二
文
学
部
美
術
史
科
卒
業
。
伊
藤
忠
商
事
、
森
ビ
ル
森

美
術
館
設
立
準
備
室
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
勤
務
を
経
て
、

２
０
０
２
年
フ
リ
ー
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
と
な
り
、
06
年
よ
り
作
家
と
な

る
。
05
年
『
カ
フ
ー
を
待
ち
わ
び
て
』
で
第
１
回
日
本
ラ
ブ
ス
ト
ー

リ
ー
大
賞
を
受
賞
。
12
年
『
楽
園
の
カ
ン
ヴ
ァ
ス
』
で
第
25
回
山
本

周
五
郎
賞
受
賞
。
近
著
に
『
ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
の
食
卓
』（
集
英
社
）、

『
総
理
の
夫
』（
実
業
之
日
本
社
）、『
ユ
ニ
コ
ー
ン 

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
サ

ン
ド
の
遺
言
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
）、
最
新
刊
に
『
翔
ぶ
少
女
』（
ポ
プ
ラ

社
・
１
月
12
日
発
売
）
が
あ
る
。
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文
◉
茶
木
　
環
／
撮
影
◉
織
本
知
之

２
０
１
３
年
、
京
浜
急
行
電
鉄
は
創
立
１
１
５
周
年
を
迎
え
た
。

営
業
路
線
は
、
都
心
部
か
ら
浦
賀
に
至
る
本
線
に
、

空
港
線
・
大
師
線
・
逗
子
線
・
久
里
浜
線
を
加
え
た
５
路
線（
総
延
長
87
㎞
）で
あ
り
、

１
９
９
８
年
、
空
港
線
が
羽
田
空
港
国
内
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
乗
り
入
れ
、

２
０
１
０
年
に
羽
田
空
港
国
際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
を
開
業
し
て
か
ら
は
、

「
羽
田
空
港
ア
ク
セ
ス
」
を
重
点
事
業
と
し
て
推
進
し
て
き
た
。

そ
し
て
現
在
、
京
急
電
鉄
で
は
次
な
る
成
長
戦
略
と
し
て
、

交
通
の
要
衝
と
し
て
重
要
性
が
高
ま
る
品
川
地
区
と
羽
田
空
港
を
核
に
、

２
拠
点
が
有
す
る
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
用
し
た

「
沿
線
価
値
の
さ
ら
な
る
向
上
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

京
浜
急
行
電
鉄
株
式
会
社
の
原
田
一
之
取
締
役
社
長
に
お
話
を
伺
っ
た
。

特集：羽田空港アクセスの強化
［京急電鉄の「羽田・品川」を核とした沿線価値向上の取り組み］

TOP INTERVIEW

京
浜
急
行
電
鉄
株
式
会
社

取
締
役
社
長

原
田
一
之

K
azuyuki H

A
RA

DA
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「
羽
田
・
品
川
」
を
玄
関
口
と
し
て

―
―
羽
田
空
港
乗
り
入
れ
か
ら
15
年
が
経
過

し
ま
し
た
。「
羽
田
空
港
ア
ク
セ
ス
」
の
イ

メ
ー
ジ
が
確
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

原
田　

１
９
９
８
年
に
羽
田
空
港
国
内
線

タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
を
、
２
０
１
０
年
に
羽
田
空

港
国
際
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
を
開
業
し
、
羽
田
空

港
ア
ク
セ
ス
を
担
う
企
業
と
し
て
の
役
割
を

高
め
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
民
鉄
全
体
に
通
じ
る
傾
向
で
す

が
、
首
都
圏
に
お
い
て
は
、
ど
の
会
社
に
お

い
て
も
ま
だ
人
口
減
少
が
顕
著
に
現
れ
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
鉄
道
事
業
に

お
け
る
事
業
リ
ス
ク
と
し
て
、
少
子
高
齢
化

に
よ
る
人
口
減
少
へ
の
対
応
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
当
社
は
羽
田
空
港
に
乗
り

入
れ
、
航
空
路
線
を
通
じ
、
全
国
そ
し
て
世

界
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
羽
田
空
港
と

直
結
し
、
当
社
線
沿
線
に
交
流
人
口
を
受
け

入
れ
て
い
く
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、
大
変
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
の
環
境
を
活

か
す
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
京
急
グ
ル
ー

プ
の
将
来
は
な
い
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
空
港
線
の
分
起
点
で
あ
る
京
急
蒲
田
駅

付
近
の
高
架
化
も
完
了
し
ま
し
た
。

原
田　

京
急
蒲
田
駅
付
近
連
続
立
体
交
差
事

業
は
、
東
京
都
の
「
都
市
計
画
事
業
」
と
し

て
２
０
０
０
年
12
月
に
事
業
着
手
し
、

２
０
１
２
年
10
月
に
事
業
区
間
全
線
の
高
架

化
が
完
了
し
ま
し
た
。
ま
た
、
京
急
蒲
田
駅

は
本
事
業
に
あ
わ
せ
て
２
層
高
架
構
造
に
改

良
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
ハ
ー
ド
面
で

の
整
備
が
完
了
し
、
羽
田
空
港
ア
ク
セ
ス
の

能
力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
体
制
が
整
っ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

高
架
化
に
伴
い
、
品
川･

都
心
方
面
と
羽

田
空
港
駅
間
、
横
浜
方
面
と
羽
田
空
港
駅
間

と
も
に
直
通
電
車
を
ほ
ぼ
終
日
10
分
間
隔
で

運
行
し
、
所
要
時
間
の
短
縮
を
図
る
な
ど
、

大
幅
な
ダ
イ
ヤ
改
正
を
実
施
し
ま
し
た
。
利

便
性
が
格
段
に
向
上
し
、
当
社
線
を
ご
利
用

に
な
る
お
客
さ
ま
が
着
実
に
増
え
て
い
ま

す
。ま

た
、
本
事
業
に
よ
り
、
正
月
の
箱
根
駅

伝
で
も
知
ら
れ
る
「
京
急
蒲
田
（
空
）
第
1

踏
切
道
」
を
は
じ
め
事
業
区
間
内
に
あ
る
28

カ
所
の
踏
切
を
除
却
し
ま
し
た
。
都
内
で
も

屈
指
の
幹
線
道
路
で
あ
る
環
状
8
号
線
や
国

道
15
号
の
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
や
踏
切
事
故

が
な
く
な
り
、
線
路
で
分
断
さ
れ
て
い
た
街

を
一
体
化
す
る
効
果
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

安
全
性
を
高
め
、
魅
力
あ
る
街
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
う
え
で
、
地
域
の
お
役
に
立
て
た

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

除
却
す
る
踏
切
の
数
や
総
事
業
費
の
規
模

で
は
全
国
で
も
最
大
級
と
な
っ
た
京
急
蒲
田

駅
付
近
連
続
立
体
交
差
事
業
で
す
が
、
こ
れ

も
東
京
都
、
大
田
区
、
国
、
そ
し
て
地
元
住

民
の
方
々
か
ら
の
多
大
な
ご
協
力
が
あ
っ
て

実
現
で
き
た
事
業
で
す
。
駅
舎
や
切
替
地
点

の
整
備
な
ど
、
事
業
完
了
に
向
け
て
引
き
続

き
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

―
―
一
方
、
京
急
の
主
要
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
で

あ
る
品
川
駅
が
、
交
通
の
要
衝
と
し
て
期
待

を
集
め
て
い
ま
す
。

原
田　

１
９
６
８
年
に
品
川
駅

－

泉
岳
寺
駅

間
約
1
・
２
㎞
を
開
業
す
る
ま
で
、
本
線
の

起
点
は
品
川
駅
で
、
今
で
も
品
川
駅
に
０
キ

ロ
ポ
ス
ト
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
品
川
駅
は

Ｊ
Ｒ
各
線
に
接
続
す
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
で
あ

り
、
当
社
線
で
は
横
浜
駅
に
次
い
で
乗
降
人

員
が
多
く
、
当
社
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な

駅
で
す
。

そ
の
品
川
駅
で
は
、
２
０
０
８
年
3
月
か

ら
Ｊ
Ｒ
東
海
の
東
海
道
新
幹
線
す
べ
て
の
列

車
が
停
車
す
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、

２
０
２
７
年
に
開
業
が
予
定
さ
れ
て
い
る
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
東
京
方
の
始
発
駅
で
あ
る

こ
と
も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

報
道
に
よ
る
と
、
２
０
１
４
年
度

中
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
東
北
縦
貫
線
が

開
業
し
、
宇
都
宮
線
・
高
崎
線
・
常

磐
線
の
３
路
線
が
東
京
駅
ま
で
乗
り

入
れ
、
品
川
ま
で
の
直
通
運
転
が
可

能
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
品
川
駅

周
辺
の
再
開
発
に
つ
い
て
は
、
15‌

ha

に
及
ぶ
車
両
基
地
の
再
開
発
が
検
討

さ
れ
て
お
り
、
山
手
線
の
新
駅
構
想

な
ど
も
あ
る
よ
う
で
す
。

当
社
線
が
品
川
駅
と
羽
田
空
港
を

15
分
で
結
び
、
東
海
道
新
幹
線
と
将

来
的
に
は
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
も
加

え
た
広
域
交
通
の
拠
点
と
な
る
品
川

は
、
交
通
の
要
衝
と
し
て
、
さ
ら
な

る
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

―
―
そ
う
し
た
両
拠
点
が
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
活
用
し
て
、
沿
線
価
値
の
向
上
に
取
り

組
ん
で
い
こ
う
と
い
う
お
考
え
な
の
で
す

ね
。

原
田　

京
急
グ
ル
ー
プ
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を

「
品
川
・
羽
田
を
玄
関
口
と
し
て
、
国
内
外

の
多
く
の
人
が
集
う
、
豊
か
な
沿
線
へ
」
と

定
め
て
い
ま
す
。

交
通
事
業
は
人
の
移
動
が
伴
う
も
の
で

す
。
品
川
や
羽
田
と
い
う
玄
関
口
を
通
じ

て
、
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ま
が
当
社
線
沿
線

を
訪
れ
る
。
沿
線
に
広
く
相
乗
効
果
を
波
及

さ
せ
る
事
業
を
展
開
し
、
交
流
人
口
だ
け
で

は
な
く
、
就
労
人
口
や
定
住
人
口
も
増
加
さ

せ
て
い
く
。
品
川
と
羽
田
、
こ
の
２
拠
点
が

持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
沿
線
全
域
の
活
性
化

特集：羽田空港アクセスの強化
［京急電鉄の「羽田・品川」を核とした沿線価値向上の取り組み］
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に
つ
な
げ
、
多
く
の
人
々
が
集
う
豊
か
な
沿

線
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
羽
田
空
港
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

―
―
羽
田
空
港
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
活
用
と

し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
お
考
え
を
お
持
ち
で

す
か
。

原
田　

羽
田
空
港
の
発
着
枠
は
段
階
的
に
増

強
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
内
線
は
２
０
１
３
年

3
月
に
2
万
回
増
枠
さ
れ
、
国
際
線
も

２
０
１
４
年
３
月
に
3
万
回
の
増
枠
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
国
内
・
国
際
の
合
計
で
、

44
・
７
万
回
に
な
り
ま
す
。
国
土
交
通
省
の

資
料
に
よ
れ
ば
２
０
１
２
年
度
の
空
港
利
用

者
数
６
６
７
９
万
人
が
、
２
０
１
７
年
に
は

８
０
３
０
万
人
に
増
え
る
と
予
測
さ
れ
て
い

ま
す
。

京
急
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
羽
田
空
港
ア
ク
セ

ス
に
は
、
鉄
道
の
ほ
か
に
も
バ
ス
、
タ
ク
シ‌

ー
が
あ
り
、
三
位
一
体
と
な
っ
て
利
便
性
の

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

バ
ス
は
、
羽
田
空
港
発
着
の
リ
ム
ジ
ン
バ

ス
が
46
路
線
で
運
行
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
や
住
宅
地
だ
け
で
は
な
く
、

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
や
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ

ゾ
ー
ト
、
箱
根
や
富
士
山
な
ど
、
人
気
観
光

ス
ポ
ッ
ト
へ
の
直
行
バ
ス
の
運
行
を
開
始
し

て
い
ま
す
。

タ
ク
シ
ー
で
は
、
東
京
、
川
崎
、
横
浜
、

鎌
倉
、
逗
子
、
葉
山
の
各
地
区
で
、「
定
額

制
タ
ク
シ
ー
」
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
羽
田
空
港
と
目
的
地
を
結
ぶ
２
区
間
に

お
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
設
定
し
た
定
額
運
賃

で
タ
ク
シ
ー
を
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
、

「
運
賃
の
不
安
が
な
く
乗
車
で
き
る
」
と
好

評
で
す
。

羽
田
空
港
の
国
際
線
に
つ
い
て
は
、
す
で

に
24
時
間
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
当
社
グ

ル
ー
プ
の
対
応
に
は
ま
だ
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
あ
り
、
万
全
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
今
後
の

対
応
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
鉄
道
、

バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
、
三
つ
の
交
通
モ
ー
ド
を

う
ま
く
活
用
す
る
こ
と
で
、
深
夜
早
朝
時
間

帯
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ホ
テ
ル
需
要
の
拡
大
に
も

対
応
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル｢

京
急
Ｅ
Ｘ
イ

ン｣

の
出
店
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

鉄
道
、
バ
ス
と
も
に
公
共
交
通
機
関
と
し

て
当
社
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
他
社
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
な
ど
の
課
題
も
あ
り
ま

す
が
、
京
急
グ
ル
ー
プ
の
総
力
で
さ
ら
に
利

便
性
を
高
め
、「
羽
田
空
港
ア
ク
セ
ス
と
い
え

ば
京
急
」
と
皆
さ
ま
に
言
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
品
川
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
用
し
た
事

業
に
つ
い
て
も
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

原
田　

先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
品

川
駅
は
京
急
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
、
鉄
道
の

起
点
で
あ
る
と
同
時
に
主
要
タ
ー
ミ
ナ
ル
で

す
。
品
川
駅
前
の
好
立
地
を
活
用
し
て
、
賃

貸
ビ
ル
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
ホ
テ
ル

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

「
京
急
Ｅ
Ｘ
イ
ン
品
川
駅
前
」
が
キ
ー
テ

ナ
ン
ト
の
複
合
施
設
「
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｗ

Ａ　

Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｓ
」
を
は
じ
め
、
京
急
グ
ル
ー

プ
は
、
品
川
駅
の
高
輪
口
周
辺
に
約
６
万
㎡

の
土
地
を
保
有
し
て
い
ま
す
。

現
在
検
討
さ
れ
て
い
る
品
川
駅
周
辺
の
再

開
発
に
関
し
て
、
京
急
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、

保
有
資
産
を
ど
う
活
か
し
て
い
く
の
か
、
品

川
の
街
づ
く
り
全
体
を
見
渡
し
、
グ
ル
ー
プ

の
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

東
京
都
や
港
区
、
国
、
関
係
各
所
な
ど
と
協

議
を
し
な
が
ら
、
駅
改
良
や
賃
貸
ビ
ル
事
業

だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
京
急
グ
ル
ー
プ
の

活
躍
の
場
を
創
出
す
る
最
適
な
プ
ラ
ン
を
ま

と
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
こ
の
地
域
が
特
区
に
指
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
大
き
な
弾
み
に
な
り
ま
す
ね
。

原
田　

は
い
。
品
川
・
羽
田
周
辺
地
区
は
、

２
０
１
１
年
12
月
に
国
か
ら
「
国
際
戦
略
総

合
特
区
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
特
区

は
、
わ
が
国
の
経
済
成
長
の
エ
ン
ジ
ン
と
な

る
産
業
機
能
の
集
積
拠
点
を
目
指
し
、
全
国

で
７
地
域
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
際
戦

略
総
合
特
区
に
指
定
さ
れ
る
と
、
法
人
税
の

軽
減
等
、
税
制
上
の
支
援
措
置
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
品
川
・
羽
田
周
辺
地
区

は
、「
ア
ジ
ア
ヘ
ッ
ド
ク
ォ
ー
タ
ー
特
区
」
と

し
て
、
外
国
企
業
を
誘
致
す
る
た
め
の
戦
略

的
な
都
市
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
ま
す
。
品
川

駅
周
辺
の
再
開
発
は
、
国
の
レ
ベ
ル
で
見
て

も
非
常
に
価
値
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

品
川
に
か
か
る
期
待
は
大
き
い
。
国
際
的
な

視
野
に
お
い
て
も
価
値
が
高
い
ビ
ジ
ネ
ス
エ

リ
ア
の
創
造
を
目
指
し
、
京
急
グ
ル
ー
プ
と

し
て
も
そ
れ
に
応
え
る
街
づ
く
り
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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―
―
京
急
沿
線
で
は
、
も
う
１
カ
所
、
国
際

総
合
戦
略
特
区
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

原
田　

川
崎
・
横
浜
の
臨
海
部
で
、「
京
浜

臨
海
部
ラ
イ
フ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
特
区
」
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
や
は
り
羽
田
空
港
に

至
近
で
あ
る
こ
と
、
鉄
道
や
幹
線
道
路
、
京

浜
港
な
ど
交
通
基
盤
が
充
実
し
て
い
る
こ
と

が
特
区
に
指
定
さ
れ
た
背
景
に
あ
り
ま
す
。

か
つ
て
京
浜
工
業
地
帯
と
し
て
繁
栄
し
た

川
崎
・
横
浜
の
臨
海
部
は
、
相
次
ぐ
工
場
の

移
転
に
よ
っ
て
空
洞
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
現
在
は
、
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン

ス
・
環
境
分
野
に
お
け
る
世
界
最
高
水
準
の

研
究
開
発
か
ら
新
産
業
を
創
出
す
る
「
国
際

戦
略
拠
点
」
の
形
成
が
進
ん
で
い
ま
す
。

品
川
に
加
え
て
、
こ
の
川
崎
・
横
浜
地
域

も
、
羽
田
空
港
と
の
至
近
性
が
高
く
京
急
グ

ル
ー
プ
に
と
っ
て
重
要
な
戦
略
拠
点
で
す
。

国
や
自
治
体
の
方
々
も
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
わ
れ
わ
れ
京
急

グ
ル
ー
プ
も
、
羽
田
空
港
と
直
結
す
る
メ

リ
ッ
ト
を
活
か
し
、
当
社
沿
線
に
お
客
さ
ま

を
迎
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

当
社
線
沿
線
に
は
、
品
川
や
羽
田
空
港
に

１
時
間
圏
内
で
直
結
す
る
、
川
崎
・
横
浜
の

産
業
集
積
地
域
、
横
浜
南
部
や
横
須
賀
の
住

宅
地
、
三
浦
半
島
や
鎌
倉
な
ど
自
然
や
歴
史

に
彩
ら
れ
た
観
光
地
な
ど
、
国
内
外
か
ら
注

目
を
集
め
る
地
域
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
沿
線
地
域
で
、
商
業
施
設
や
住

宅
の
供
給
、
流
通
や
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
、
自
治
体
と
の
連
携
に
よ
る
地
域
振
興

な
ど
新
た
な
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進
め

て
、
人
の
流
れ
を
つ
く
り
、
沿
線
人
口
を
増

や
し
て
い
く
。
今
後
は
さ
ら
に
、
全
事
業
に

お
い
て
「
羽
田
空
港
」
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

意
識
し
て
い
き
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
力
を
活
か
し
世
界
ブ
ラ
ン
ド
へ

―
―
２
０
２
０
年
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
東
京
開
催
が
決
ま
り
、
羽

田
空
港
ア
ク
セ
ス
を
担
う
京
急
グ
ル
ー
プ
の

重
要
性
は
、
さ
ら
に
高
ま
り
そ
う
で
す
。

原
田　

そ
う
で
す
ね
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開

催
時
に
は
、
世
界
中
か
ら
日
本
を
訪
れ
る
選

手
や
お
客
さ
ま
が
、
羽
田
空
港
か
ら
お
台
場

を
は
じ
め
都
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
会
場
や
選
手

村
、
宿
泊
施
設
へ
移
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
わ
れ
わ
れ
に
は
そ
の
輸
送
を
全
う
す
る

責
務
が
あ
り
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、
羽
田
空
港
ア

ク
セ
ス
を
担
う
企
業
と
し
て
、
基
盤
を
整
備

し
て
い
き
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
わ
れ

わ
れ
京
急
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
試
金
石
に
な

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
京
急
グ
ル
ー
プ
は
本

当
に
、
羽
田
空
港
ア
ク
セ
ス
を
担
う
こ
と
が

で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
を
支
え
る
都
市
イ
ン
フ
ラ
と
し

て
交
通
面
が
弱
い
と
指
摘
し
た
記
事
を
目
に

し
ま
し
た
が
、
や
る
べ
き
こ
と
が
あ
る
限
り
、

わ
れ
わ
れ
は
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

―
―
京
急
グ
ル
ー
プ
内
の
改
革
も
進
め
ら
れ

て
い
る
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。

原
田　

京
急
グ
ル
ー
プ
は
65
社
か
ら
な
り
、

交
通
事
業
を
中
核
に
、
不
動
産
事
業
、
流
通

事
業
な
ど
、
業
種
は
多
岐
に
渡
り
ま
す
。

１
１
５
年
の
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
通
し

て
沿
線
の
発
展
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
さ
ら
に
グ
ル
ー
プ
の
総
合

力
を
発
揮
し
、
さ
ら
に
は
連
携
を
強
固
に
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
グ
ル
ー
プ
内
の

全
員
が
同
じ
思
い
で
業
務
に
取
り
組
む
た
め

に
、
京
急
電
鉄
の
社
是
を
グ
ル
ー
プ
理
念
に

改
め
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
全
体
の
事
業
推
進
体
制
に
つ
い

て
も
改
善
し
て
い
ま
す
。
京
急
電
鉄
の
機
構

改
革
を
実
施
し
、
地
域
開
発
本
部
と
都
市
生

活
事
業
本
部
を
一
体
化
し
て
「
生
活
事
業
創

造
本
部
」
を
創
設
し
ま
し
た
。
鉄
道
を
は
じ

め
と
す
る
交
通
事
業
と
、
沿
線
価
値
の
向
上

を
目
指
す
生
活
に
関
す
る
事
業
と
い
う
二
つ

の
大
き
な
柱
に
し
た
わ
け
で
す
。
鉄
道
を
は

じ
め
と
す
る
交
通
事
業
は
、
あ
る
意
味
で
は

沿
線
地
域
の
骨
や
血
管
部

分
で
す
。
そ
こ
に
筋
肉
を

付
け
、
街
と
し
て
花
開
か

せ
る
の
が
「
生
活
事
業
創

造
本
部
」
で
す
。
そ
の
両

方
が
あ
っ
て
こ
そ
、
真
の

沿
線
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
最
後
に
、「
京
急
」

ブ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

原
田　

か
つ
て
は
「
三
浦

海
岸
へ
の
海
水
浴
電
車
」

だ
っ
た
京
急
の
イ
メ
ー
ジ

も
、
今
で
は
「
羽
田
空
港
ア
ク
セ
ス
」
に
変

わ
っ
て
い
ま
す
。「
京
急
」
ブ
ラ
ン
ド
を
さ
ら

に
浸
透
さ
せ
て
全
国
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
確
立

し
、
さ
ら
に
は
世
界
ブ
ラ
ン
ド
を
目
指
し
ま

す
。鉄

道
も
バ
ス
も
流
通
事
業
も
当
社
グ
ル
ー

プ
事
業
す
べ
て
は
サ
ー
ビ
ス
産
業
で
す
。
合

理
化
で
き
る
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
サ
ー
ビ

ス
業
は
や
は
り
最
後
は
人
の
力
が
要
に
な
り

ま
す
。
京
急
は
社
員
全
員
の
顔
が
見
え
る
規

模
の
企
業
で
す
し
、
グ
ル
ー
プ
の
仕
事
は
す

べ
て
、
人
が
サ
ー
ビ
ス
し
、
人
が
支
え
て
い

る
も
の
で
、
そ
れ
が
「
京
急
」
の
イ
メ
ー
ジ

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
諸
先
輩
が
築
き
上

げ
て
き
た
沿
線
の
方
々
の
「
安
全
な
京
急
・

信
頼
で
き
る
京
急
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
大
切
に

し
て
、
京
急
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
信
頼
に
お

応
え
し
、
さ
ら
に
高
め
て
い
く
た
め
の
努
力

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

特集：羽田空港アクセスの強化
［京急電鉄の「羽田・品川」を核とした沿線価値向上の取り組み］



MINTETSU WINTER 2014 8

広
く
信
仰
を
集
め
た
穴
守
稲
荷
神
社

京
浜
急
行
電
鉄
の
歴
史
は
、
１
８
９
９
（
明

治
32
）
年
１
月
に
開
業
し
た
大
師
電
気
鉄
道
に

始
ま
っ
て
い
る
。
当
時
、
関
東
一
の
参
拝
客
を
集

め
て
い
た
川
崎
大
師
と
川
崎
を
結
ぶ
約
２
㎞
の

路
線
を
開
通
。
そ
の
３
カ
月
後
に
は
、
京
浜
間

の
全
通
を
目
指
し
、
社
名
を
京
浜
電
気
鉄
道
と

改
め
、
路
線
を
延
ば
し
て
い
っ
た
。

１
９
０
１
（
明
治
34
）
年
２
月
に
は
、
多
摩

川
を
越
え
、
官
設
鉄
道
の
大
森
停
車
場
前

（
現
・
Ｊ
Ｒ
大
森
駅
前
）
ま
で
の
延
伸
区
間
を

開
業
し
た
。
こ
の
時
、
川
崎
・
横
浜
方
面
で
は

な
く
品
川
方
面
に
向
か
っ
た
の
は
、
許
認
可
の

問
題
も
あ
っ
た
が
、
東
京
市
内
へ
の
乗
り
入
れ

を
優
先
し
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
も

う
一
つ
、
延
伸
と
は
別
の
目
的
が
あ
っ
た
。
穴

守
稲
荷
神
社
の
参
詣
客
輸
送
を
担
う
穴
守
線
の

開
業
だ
。

穴
守
稲
荷
神
社
は
、
江
戸
時
代
後
半
、
羽
田

村
に
隣
接
す
る
鈴
木
新
田
（
現
在
の
空
港
内
）

の
開
拓
を
行
っ
た
鈴
木
家
の
屋
敷
神
を
起
源
と

し
て
い
る
。
海
が
荒
れ
る
た
び
、
沿
岸
の
堤
防

決
壊
に
よ
る
被
害
に
苦
し
ん
だ
村
民
が
稲
荷
大

神
を
祀
る
と
、
海
が
静
ま
り
五
穀
豊
穣
を
も
た

ら
し
た
。
穴
守
と
い
う
名
前
は
「
風
浪
が
作
り

し
穴
の
害
よ
り
田
畑
を
守
り
給
う
稲
荷
大
神
」

に
由
来
し
て
い
る
。

時
代
が
江
戸
か
ら
明
治
に
変
わ
り
、
１
８
８

６
（
明
治
19
）
年
に
堤
防
下
に
移
し
て
社
殿
が

建
立
さ
れ
る
と
、
穴
守
稲
荷
神
社
は
広
く
人
々

の
信
仰
を
集
め
、
参
拝
客
が
急
増
す
る
。
１
８

９
４
（
明
治
27
）
年
ご
ろ
に
は
温
泉
が
発
見
さ

れ
、
門
前
に
は
料
亭
や
旅
館
が
ひ
し
め
き
、
日

に
日
に
賑
わ
っ
て
い
っ
た
。

そ
れ
ま
で
、
歩
く
か
人
力
車
に
乗
る
し
か
な

か
っ
た
、
こ
の
穴
守
稲
荷
神
社
の
参
拝
客
や
観

光
客
の
足
の
便
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
京
浜

電
鉄
は
い
ち
早
く
、
穴
守
線
の
開
業
に
向
か
っ

て
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
た
の
だ
。

行
楽
客
を
集
め
る
沿
線
開
発
の
推
進

１
９
０
２
（
明
治
35
）
年
６
月
、
京
浜
電
鉄

は
、
京
浜
蒲
田
駅
か
ら
穴
守
稲
荷
神
社
へ
向
け

て
支
線
を
延
ば
し
、
海
老
取
川
の
西
岸
ま
で
、

３・６
㎞
の
穴
守
線
を
開
通
さ
せ
た
。

穴
守
線
の
開
業
に
よ
り
、
穴
守
稲
荷
神
社
参

拝
客
は
ま
す
ま
す
増
加
し
、
穴
守
界
隈
は
一
大

行
楽
地
と
な
っ
て
い
た
が
、
京
浜
電
鉄
は
、
さ

ら
に
沿
線
開
発
を
進
め
た
。

１
９
０
９
（
明
治
42
）
年
に
は
、
穴
守
稲
荷

神
社
社
殿
の
北
側
の
干
潟
を
埋
め
立
て
、
羽
田

運
動
場
を
開
設
。
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
ほ
か
、
遊

園
地
も
併
設
し
た
総
合
施
設
で
、
オ
ー
プ
ン
と

同
時
に
、
多
く
の
行
楽
客
を
集
め
た
。

続
い
て
、
１
９
１
０
（
明
治
43
）
年
に
京
浜

蒲
田
駅

－

穴
守
駅
間
の
複
線
化
で
輸
送
力
の
増

強
を
図
る
と
、
翌
年
７
月
に
は
、
羽
田
海
水
浴

場
を
開
設
。
開
場
式
に
は
、
元
内
閣
総
理
大
臣

の
大
隈
重
信
伯
爵
や
樺
太
探
検
で
有
名
な
白
瀬

矗の
ぶ

中
尉
が
来
賓
と
し
て
出
席
す
る
な
ど
、
華
や

か
に
幕
を
開
け
た
。

１
９
１
３
（
大
正
２
）
年
に
は
、
羽
田
運
動

場
内
に
遊
泳
池
も
開
設
し
て
い
る
。
羽
田
海
水

浴
場
は
遠
浅
で
、
干
潮
時
に
は
干
潟
に
変
わ
っ

て
し
ま
い
、
満
潮
時
で
な
け
れ
ば
遊
泳
で
き
な

い
欠
点
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
解
消
す
る
た
め
の
施

設
だ
。

同
じ
年
、
穴
守
線
は
海
老
取
川
を
渡
り
、
穴

羽田空港アクセスを支える空港線は、もともとは穴守線といい、
1902（明治 35）年、穴守稲荷神社参詣のために開通した。
昭和初期には、羽田空港の前身である東京飛行場も開港、
穴守線は、穴守・羽田地区の交通手段としてますます重要度を増していった。
しかし、日本の敗戦により、東京飛行場は米軍の占領下へ、
穴守線も接収と短縮の運命をたどる。
接収は1952（昭和 27）年に解除されたが、
空港線が名実ともに空港アクセス線として生まれ変わったのは、
1998（平成 10）年、接収解除から46 年後のことだ。
羽田開発の先鞭をつけながら、長くその地に戻ることができなかった、
穴守線・空港線の変遷の歴史を振り返る。
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守
稲
荷
神
社
門
前
ま
で
の
延
伸
を
果
た
し
、
穴

守
駅
を
新
設
、
大
晦
日
か
ら
営
業
を
開
始
し
た
。

京
浜
電
鉄
が
当
初
よ
り
計
画
し
て
い
た
穴
守
線

が
、
こ
の
時
、
全
通
し
た
こ
と
に
な
る
。

東
京
飛
行
場
の
開
設

鳥
の
よ
う
な
翼
を
持
つ
飛
行
機
が
離
着
陸
す

る
飛
行
場
に
「
羽
田
」
ほ
ど
ふ
さ
わ
し
い
名
前

は
な
い
。
飛
行
場
が
開
港
し
て
か
ら
羽
田
と
い

う
名
前
が
つ
い
た
よ
う
な
錯
覚
に
陥
っ
て
し
ま

う
が
、
羽
田
が
飛
行
場
用
地
と
し
て
本
格
的
に

活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
の
時

代
に
入
っ
て
か
ら
だ
。

逓
信
省
は
、
そ
れ
ま
で
立
川
町
（
現
・
立
川

市
）
に
あ
っ
た
東
京
飛
行
場
を
、
１
９
３
１

（
昭
和
６
）
年
８
月
25
日
か
ら
羽
田
町
大
字
鈴
木

新
田
に
移
転
す
る
こ
と
を
告
示
し
た
。
現
在
の

羽
田
空
港
の
歴
史
は
、
こ
こ
に
始
ま
っ
て
い
る
。

東
京
飛
行
場
（
羽
田
飛
行
場
）
の
総
面
積
は

約
53
万
㎡
。
円
形
の
待
合
室
に
格
納
庫
２
棟
、

舗
装
し
た
滑
走
路
は
長
さ
３
０
０
ｍ
、
幅
15
ｍ
の

１
本
だ
け
で
、
そ
れ
以
外
の
地
表
面
は
草
に
覆

わ
れ
た
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。

東
京
飛
行
場
の
開
港
と
同
時
に
、
京
浜
電
鉄

は
、
京
浜
蒲
田

－

稲
荷
橋
間
の
バ
ス
路
線
を
延
長

し
て
、
省
線
蒲
田
駅

－

東
京
飛
行
場
前
の
運
行

を
開
始
し
た
。

東
京
飛
行
場
へ
の
交
通
手
段
を
整
備
す
る
一

方
、
羽
田
の
海
水
浴
場
に
、
よ
り
大
規
模
な
施

設
も
オ
ー
プ
ン
さ
せ
て
い
る
。
１
９
３
２
（
昭
和

７
）
年
、
羽
田
運
動
場
内
に
開
設
し
た
、
当
時
、

東
洋
一
と
さ
れ
た
浄
化
海
水
プ
ー
ル
だ
。

京
浜
電
鉄
が
こ
の
年
、
海
水
浴
場
一
帯
に
つ

く
っ
た
海
の
家
の
設
備
は
、
当
時
の
海
水
浴
場

と
し
て
は
群
を
抜
い
た
も
の
だ
っ
た
。
海
の
家
の

収
容
人
数
は
、
３
棟
で
約
1
万
人
。
前
述
の
東

洋
一
の
浄
化
海
水
プ
ー
ル
に
、
飛
込
台
や
ボ
ー
ト

が
あ
る
海
の
遊
泳
場
、
男
女
別
の
温
浴
場
、
滑

り
台
や
シ
ー
ソ
ー
な
ど
を
整
備
し
た
陸
上
遊
戯

場
、
余
興
場
に
各
種
売
店
―
―
あ
ら
ゆ
る
施
設

が
そ
ろ
っ
た
一
大
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
だ
。

入
場
料
は
大
人
20
銭
、
子
ど
も
10
銭
。
各
駅

か
ら
穴
守
駅
ま
で
の
割
引
往
復
乗
車
券
を
発
売

し
、
購
入
者
に
は
大
人
５
銭
、
子
ど
も
２
銭
の

割
引
入
場
券
も
販
売
し
た
。

オ
ー
プ
ン
時
に
発
行
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

は
、
７
月
10
日
か
ら
９
月
10
日
ま
で
の
営
業
案

内
と
、
穴
守
駅
か
ら
徒
歩
３
丁
（
約
３
０
０
ｍ
）

の
と
こ
ろ
に
海
の
家
や
海
水
プ
ー
ル
、
羽
田
運

動
場
な
ど
と
も
に
東
京
飛
行
場
を
示
し
た
略
図

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

今
で
は
想
像
も
つ
か
な
い
が
、
大
勢
の
海
水

浴
客
で
賑
わ
う
海
の
上
の
夏
の
空
を
、
小
型
の

プ
ロ
ペ
ラ
機
が
爆
音
を
響
か
せ
な
が
ら
飛
ん
で
い

た
の
だ
ろ
う
。

敗
戦
か
ら
強
制
接
収
へ

東
京
飛
行
場
が
開
港
し
た
１
９
３
１
（
昭
和

６
）
年
は
、
日
本
が
太
平
洋
戦
争
終
戦
に
至
る

15
年
間
の
戦
争
体
制
に
組
み
込
ま
れ
た
、
最
初

の
年
だ
っ
た
。

戦
時
体
制
下
の
国
策
と
し
て
、
東
京
飛
行
場

の
拡
張
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
１
９
３
８

（
昭
和
13
）
年
２
月
、
京
浜
電
鉄
は
羽
田
運
動
場

の
用
地
を
逓
信
省
に
売
却
す
る
。
飛
行
場
の
拡

張
の
過
程
で
、
海
水
プ
ー
ル
も
埋
め
立
て
ら
れ

る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

戦
時
中
、
東
京
飛
行
場
に
は
一
部
の
部
隊
が

文◉香田朝子／撮影◉織本知之
資料／『京急グループ 110 年史』京浜急行電鉄株式会社　写真提供／京浜急行電鉄株式会社
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置
か
れ
た
が
、
軍
事
的
に
は
そ
れ
ほ
ど
中
心
に

は
な
ら
な
い
ま
ま
終
戦
を
迎
え
た
。
し
か
し
、

米
軍
が
進
駐
す
る
や
い
な
や
、
東
京
飛
行
場
は

日
本
の
み
な
ら
ず
、
極
東
の
玄
関
と
し
て
、
軍
・

民
問
わ
ず
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
る
。

東
京
飛
行
場
は
、「
ハ
ネ
ダ
・
エ
ア
ベ
ー
ス

（
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ａ　

Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｙ　

Ａ
Ｉ
Ｒ　

Ｂ
Ａ

Ｓ
Ｅ
）」（
羽
田
陸
軍
航
空
基
地
）
と
し
て
、
米

軍
の
管
理
下
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ

ま
で
も
、
東
京
飛
行
場
は
羽
田
飛
行
場
と
呼
ば

れ
て
い
た
が
、
正
式
に
「
羽
田
」
が
用
い
ら
れ
た

の
は
、
こ
の
時
が
初
め
て
だ
っ
た
と
い
う
。

米
軍
は
、
ハ
ネ
ダ
・
エ
ア
ベ
ー
ス
を
拡
張
す
る

た
め
、
隣
接
す
る
穴
守
地
区
の
羽
田
３
町
も
接

収
し
、
住
民
は
強
制
退
去
を
命
じ
ら
れ
た
。
穴

守
稲
荷
神
社
の
社
殿
は
取
り
壊
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
穴
守
線
も
海
老
取
川
の
西
側
ま
で
短
縮

さ
れ
た
。
さ
ら
に
複
線
の
う
ち
1
線
は
、
国
鉄

蒲
田
駅
か
ら
飛
行
場
へ
の
人
員
・
貨
物
輸
送
の

た
め
に
１
０
６
７
ミ
リ
に
改
軌
さ
れ
、
穴
守
線

は
単
線
運
転
と
な
っ
た
。

京
浜
急
行
電
鉄
の
発
足
と
接
収
解
除

１
９
４
８
（
昭
和
23
）
年
６
月
１
日
、
戦
時

下
の
陸
上
交
通
事
業
調
整
法
に
よ
り
発
足
し
た

東
京
急
行
電
鉄
か
ら
分
離
、
旧
京
浜
電
鉄
は
京

浜
急
行
電
鉄
と
し
て
発
足
し
た
。

や
が
て
１
９
５
２
（
昭
和
27
）
年
４
月
28
日
、

講
和
条
約
の
発
効
に
よ
り
米
軍
の
接
収
が
解
除

さ
れ
る
と
、
ハ
ネ
ダ
・
エ
ア
ベ
ー
ス
は
日
本
側
に

一
部
返
還
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

同
じ
頃
、
穴
守
線
の
上
り
線
も
接
収
解
除
と

な
り
、
京
急
電
鉄
は
、
複
線
へ
の
復
旧
工
事
に

着
手
す
る
。
稲
荷
橋
駅
を
京
浜
蒲
田
駅
寄
り
に

約
０・３
㎞
移
設
し
、
翌
年
11
月
1
日
か
ら
、
２

両
連
結
・
10
分
間
隔
で
、
穴
守
線
の
複
線
運
転

を
再
開
し
た
。

一
方
、
日
本
に
返
還
さ
れ
た
ハ
ネ
ダ
・
エ
ア

ベ
ー
ス
は
「
東
京
国
際
空
港
（
羽
田
空
港
）」

と
し
て
整
備
拡
充
が
進
め
ら
れ
た
。
１
９
５
５

（
昭
和
30
）
年
５
月
に
は
、
当
時
、
東
洋
一
の

規
模
と
設
備
を
備
え
た
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

が
竣
工
。
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
は
た
ち
ま
ち

観
光
名
所
と
な
り
、
空
港
の
見
学
者
は
１
日
に

約
２
０
０
０
人
を
超
え
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

戦
前
、
東
京
飛
行
場
へ
の
交
通
を
担
っ
て
い

た
京
急
電
鉄
は
直
ち
に
、
空
港
利
用
客
、
見
学

客
の
足
の
確
保
に
取
り
組
ん
だ
。
米
軍
に
接
収

さ
れ
休
止
し
て
い
た
稲
荷
橋
駅

－

穴
守
駅
間
の

５
０
０
ｍ
区
間
の
営
業
再
開
を
決
め
、
海
老
取

川
畔
に
「
羽
田
空
港
駅
（
初
代
）」
を
開
設
。

羽
田
空
港
駅
か
ら
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
ま
で

は
連
絡
バ
ス
を
運
行
し
た
。
こ
の
時
、
羽
田
空

港
駅
開
業
に
伴
い
、
稲
荷
橋
駅
は
「
穴
守
稲
荷

駅
」
に
改
称
さ
れ
、
現
在
へ
と
至
っ
て
い
る
。

日
本
は
復
興
へ
と
足
早
に
歩
み
を
進
め
て
い
っ

た
。
１
９
６
４
（
昭
和
39
）
年
に
は
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
空
港
の
整
備
そ
の
も
の

だ
け
で
は
な
く
、
空
港
ア
ク
セ
ス
も
大
き
く
改

善
さ
れ
た
。
都
心
と
空
港
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
結

ぶ
東
京
モ
ノ
レ
ー
ル
の
開
業
だ
。

こ
の
時
、
京
急
電
鉄
に
も
空
港
乗
り
入
れ
の

可
能
性
は
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

本
線
が
三
浦
半
島
一
帯
を
走
り
、
久
里
浜
線
の

延
伸
を
控
え
て
い
た
京
急
電
鉄
に
と
っ
て
は
、

本
線
の
輸
送
力
増
強
が
急
務
だ
っ
た
。

京
急
電
鉄
は
、
鉄
道
に
よ
る
空
港
乗
り
入
れ

を
果
た
せ
な
い
ま
ま
、
穴
守
線
を
「
空
港
線
」

と
改
称
し
た
。
そ
こ
に
は
そ
の
名
の
通
り
、
い
つ

1 1901（明治 34）年、「大森大師間全
通」を伝える車内ポスター 2穴守線の
鉄橋を走る京浜電車 3大変な賑わいを
見せる京浜電気鉄道直営の羽田海水浴
場「 羽 田 穴 守 海 の 家 」 の 大 桟 橋

（1911（明治 44）年）4米軍による羽
田飛行場拡張のため、取り壊された穴
守稲荷神社は、1945（昭和 20）年９
月、現在地に遷座した5「京浜電鉄遊
覧地案内図」（1904（明治 37）年）6
野球や陸上、相撲などの施設があった

「羽田運動場」（1909（明治 42）年）

1

4 5 6

3

2
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か
東
京
国
際
空
港
に
乗
り
入
れ
る
と
い
う
強
い

決
意
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。

羽
田
線
の
羽
田
空
港
乗
り
入
れ
へ

80
年
代
に
な
る
と
、
羽
田
空
港
の
拡
張
と
沖

合
へ
の
移
転
に
伴
い
、
空
港
線
の
延
伸
が
計
画

さ
れ
る
。
１
９
８
３
（
昭
和
58
）
年
２
月
に
決

定
さ
れ
た
「
東
京
国
際
空
港
整
備
基
本
計
画
」

に
よ
り
、
羽
田
空
港
へ
の
乗
り
入
れ
が
い
よ
い
よ

認
め
ら
れ
た
の
だ
。

運
輸
省
は
、
東
方
の
海
面
を
埋
め
立
て
て
空

港
施
設
を
移
設
・
拡
張
す
る
「
沖
合
展
開
事
業
」

を
翌
年
１
月
よ
り
開
始
し
た
。
京
急
電
鉄
は
、

東
京
国
際
空
港
整
備
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
空

港
線
の
第
１
期
延
伸
工
事
と
し
て
東
京
モ
ノ

レ
ー
ル
に
接
続
す
る
ま
で
の
延
伸
、
第
２
期
延

伸
工
事
と
し
て
羽
田
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
地
区
へ
の

乗
り
入
れ
を
進
め
る
。

１
９
９
３
（
平
成
５
）
年
４
月
、
海
老
取
川

東
岸
の
地
下
に
、
東
京
モ
ノ
レ
ー
ル
と
接
続
す

る
羽
田
駅
（
現
・
天
空
橋
駅
）
が
開
業
し
た
。

同
年
９
月
に
は
、
延
床
面
積
約
29
万
㎡
、
従

前
の
お
よ
そ
２・６
倍
も
の
広
さ
を
誇
る
新
国
内

線
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
（
現
・
第
1
旅
客
タ
ー
ミ
ナ

ル
ビ
ル
）
が
供
用
開
始
。
羽
田
駅
で
東
京
モ
ノ

レ
ー
ル
と
連
絡
で
き
る
空
港
線
利
用
者
は
、
日

に
日
に
増
え
て
い
っ
た
。

空
港
線
の
延
伸
工
事
は
引
き
続
き
進
め
ら
れ
、

１
９
９
８
（
平
成
10
）
年
11
月
、
新
タ
ー
ミ
ナ

ル
ビ
ル
の
直
下
に
羽
田
空
港
駅
（
現
・
羽
田
空

港
国
内
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
）
が
開
業
し
た
。
空

港
線
は
、
名
実
と
も
に
、
羽
田
空
港
ア
ク
セ
ス

線
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
だ
。

羽
田
空
港
駅
の
開
業
は
、
マ
ス
コ
ミ
に
も
大
き

く
取
り
上
げ
ら
れ
、
順
風
満
帆
の
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
。
特
に
相
互
直
通
運
転
を
し
て
い
る
都

営
地
下
鉄
浅
草
線
・
京
成
線
・
北
総
線
の
利
用

客
、
川
崎
・
横
浜
方
面
か
ら
の
利
用
客
に
と
っ

て
利
便
性
は
高
く
、
開
業
か
ら
１
３
８
日
目
に

当
た
る
翌
年
４
月
４
日
に
は
、
羽
田
空
港
駅
の

利
用
客
数
は
５
０
０
万
人
を
記
録
し
た
。

増
加
す
る
一
方
の
旅
客
重
要
に
対
応
す
る
た

め
、
京
急
電
鉄
は
、
同
年
７
月
に
ダ
イ
ヤ
改
正

を
行
い
、
都
心
方
面
か
ら
の
直
通
電
車
を
増
発
、

終
日
10
分
間
隔
運
転
で
対
応
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
都
心
方
面
か
ら
の
直
通
電
車
は
開
業
時
の

約
２
倍
と
な
っ
た
。

羽
田
空
港
駅
開
業
か
ら
５
年
半
、
２
０
０
４

（
平
成
16
）
年
２
月
27
日
に
は
、
利
用
客
数
１
億

人
を
突
破
し
た
。

世
界
と
つ
な
が
る
京
急
空
港
線

一
方
、
羽
田
空
港
の
４
本
目
と
な
る
新
滑
走

路
建
設
を
含
む
再
拡
張
事
業
は
、
２
０
０
３

（
平
成
15
）
年
12
月
、
政
府
予
算
案
で
事
業
化

が
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
事
業
の
一
つ
で
あ
る
国

際
線
地
区
整
備
事
業
の
決
定
を
受
け
て
、
京
急

電
鉄
は
、
新
し
い
国
際
線
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
に

直
結
す
る
駅
を
新
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

設
置
場
所
は
、
羽
田
空
港
駅
と
天
空
橋
駅
の

間
。
２
０
０
６
（
平
成

18
）
年
７
月
に
着
工

し
、
足
か
け
４
年
の
工

事
期
間
を
経
て
、
地
下

２
階
、
地
上
３
階
建
て

の
近
未
来
的
な
駅
舎
が

完
成
し
た
。

ま
た
、
こ
の
羽
田
空

港
国
際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル

駅
の
開
業
に
伴
い
、
羽

田
空
港
駅
は
羽
田
空
港

国
内
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅

に
改
称
。
駅
名
に
国
内

線
、
国
際
線
と
付
け
る

こ
と
で
、
よ
り
分
か
り

や
す
く
し
て
い
る
。

世
界
１
７
９
の
国
と

地
域
が
加
盟
す
る
空
港

運
営
団
体
に
よ
る
国
際

組
織
・
国
際
空
港
評
議
会
（
Ａ
Ｃ
Ｉ
）
が
発
表

し
た
「
世
界
の
空
港
の
年
次
統
計
報
告
（
速
報

値
）」
に
よ
る
と
、
２
０
１
２
（
平
成
24
）
年
に

世
界
で
最
も
旅
客
数
が
多
か
っ
た
空
港
は
、
ア

メ
リ
カ
の
ハ
ー
ツ
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・

ア
ト
ラ
ン
タ
国
際
空
港
で
年
間
旅
客
数
は
約

９
５
４
６
万
人
。
羽
田
空
港
は
、
滑
走
路
増
設

で
航
空
機
の
発
着
枠
が
増
え
た
の
に
伴
い
、
前

年
比
で
６・７
％
増
、
約
６
６
７
９
万
人
で
第
４

位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
る
。

羽
田
空
港
に
乗
り
入
れ
る
京
急
電
鉄
は
、
い

ま
や
全
国
区
の
路
線
で
あ
り
、
世
界
と
つ
な
が
っ

て
い
る
。
羽
田
開
発
に
先
鞭
を
つ
け
な
が
ら
も
、

長
く
「
羽
田
」
に
戻
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
空

港
線
―
―
日
本
を
代
表
す
る
空
港
ア
ク
セ
ス
路

線
の
役
割
と
責
任
を
担
っ
て
い
る
。

1空港線が延伸、羽田駅が開業した 2開業時の羽田駅（現・天空
橋駅）3羽田空港国際線ターミナル駅開業を記念して

1902（明治 35）年６月 28日

蒲田駅 糀谷駅 大鳥居駅 穴守駅

1914（大正 3）年３月

蒲田駅 糀谷駅 大鳥居駅 羽田駅 穴守駅

1945（昭和 20）年９月 27日

京浜蒲田駅 糀谷駅 大鳥居駅 稲荷橋駅 穴守駅

1956（昭和 31）４月 20日

京浜蒲田駅 糀谷駅 大鳥居駅 穴守稲荷駅 羽田空港駅

1993（平成 5）４月 1日

京急蒲田駅 糀谷駅 大鳥居駅 穴守稲荷駅 羽田駅

1998（平成 10）11月 18日

京急蒲田駅 糀谷駅 大鳥居駅 穴守稲荷駅 天空橋 羽田空港駅

空港線（旧・穴守線）の変遷

2010（平成 22）10月 21日

京急蒲田駅 糀谷駅 大鳥居駅 穴守稲荷駅 天空橋 羽田空港国際線
ターミナル駅

羽田空港国内線
ターミナル駅

営業停止

海老取川

地下
地上

1

2

3



品川

羽田空港国内線
ターミナル駅

小島新田

京急蒲田
空港線

本線

大師線

糀
谷 大

鳥
居

穴
守
稲
荷

天
空
橋

羽
田
空
港
国
際
線

タ
ー
ミ
ナ
ル
駅

京急川崎

東
海
道
新
幹
線

金沢八景

新逗子

堀
ノ
内

浦賀

三崎口

泉岳寺

横浜

神奈川県

東京都

東京湾

東京国際空港

鎌倉市

逗子線

久里浜線
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羽田空港乗り入れから15年。
京急電鉄は、京急蒲田駅付近連続立体交差事業や
京急蒲田駅の改良事業を実施するなど、羽田空港の航空需要拡大とともに、
羽田空港アクセスの強化を推進している。
国際線発着枠の拡大が進み、羽田空港の重要性が国際的にも高まる中、
「羽田直結」の京急電鉄が担う役割は大きい。
さらなる利便性の向上を目指し、京急グループ一丸となって取り組んでいる。

文◉茶木　環／撮影◉織本知之

特集：羽田空港アクセスの強化
［京急電鉄の「羽田・品川」を核とした沿線価値向上の取り組み］



東海道
新幹線

大
鳥
居
駅

大森海岸駅
大
森
駅

環状８号線

国
道
15号

蒲田駅

天空橋駅

六郷土手駅

平和島駅

羽田空港
国際線ターミナル駅

羽田空港
国内線ターミナル駅

穴
守
稲
荷
駅

大森町駅大森町駅

京急蒲田駅

糀谷駅

梅屋敷駅梅屋敷駅

事
業
区
間 事業区間

雑色駅雑色駅
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京
急
蒲
田
駅
付
近
連
続
立
体
交
差
事
業

京
急
蒲
田
駅
付
近
連
続
立
体
交
差
事
業
は
、

道
路
整
備
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
る
東
京
都

の
都
市
計
画
事
業
で
、
１
９
８
６
年
に
調
査
が

開
始
さ
れ
、
２
０
０
０
年
12
月
、
都
市
計
画
事

業
認
可
を
取
得
し
た
。

本
線
の
平
和
島
駅
か
ら
六
郷
土
手
駅
ま
で

（
延
長
約
４・７
㎞
）
と
空
港
線
の
京
急
蒲
田
駅

か
ら
大
鳥
居
駅
ま
で
（
延
長
約
１・３
㎞
）
の
合

計
約
６
㎞
に
わ
た
り
、
道
路
と
鉄
道
を
連
続
的

に
立
体
交
差
す
る
。
高
架
化
さ
れ
る
駅
は
、
京

急
蒲
田
駅
の
ほ
か
４
駅
（
大
森
町
駅
・
梅
屋
敷

駅
・
雑
色
駅
・
糀
谷
駅
）。
２
０
０
１
年
12
月

に
工
事
着
手
し
、
２
０
１
２
年
10
月
21
日
に
は

全
事
業
区
間
の
上
下
線
高
架
化
が
完
了
し
た
。

鉄
道
本
部
蒲
田
連
立
担
当
の
三
原
弘
之
部
長

に
よ
る
と
、
現
在
は
「
駅
舎
や
切
替
地
点
、
地

中
梁
の
工
事
を
進
め
て
い
る
段
階
だ
」
と
い
う
。

解
消
さ
れ
た
踏
切
の
数
は
、
全
国
の
連
続
立

体
交
差
事
業
の
中
で
は
最
大
級
で
、
本
線
23
カ

所
、
空
港
線
５
カ
所
の
合
計
28
カ
所
の
踏
切
を

除
却
し
た
。
そ
の
う
ち
14
カ
所
は
ボ
ト
ル
ネ
ッ

ク
踏
切
だ
。

「
特
に
、
国
道
15
号
と
都
道
環
状
８
号
線
の

踏
切
除
却
は
切
迫
し
て
い
た
」
と
三
原
部
長
は

語
る
。

環
状
８
号
線
に
本
線
が
交
差
す
る
「
京
急
蒲

田
第
５
踏
切
道
」
と
、
国
道
15
号
に
空
港
線
が

交
差
す
る
「
京
急
蒲
田
（
空
）
第
１
踏
切
道
」

の
１
日
当
た
り
の
遮
断
時
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
10

時
間
34
分
、
７
時
間
48
分
に
も
及
ん
で
い
た
。

両
所
と
も
、
遮
断
時
間
に
は
最
大
で
７
０
０
～

７
８
０
ｍ
の
渋
滞
長
に
な
る
ほ
ど
で
、
高
架
化

に
よ
り
、
交
通
渋
滞
が
大
き
く
改
善
さ
れ
た
。

高
架
化
で
分
断
さ
れ
て
い
た
街
が
一
体
化
し
、

地
域
発
展
効
果
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
１
９
７
０
年
に
は
都
内
に
71
カ

所
あ
っ
た
京
急
電
鉄
の
踏
切
は
、
順
次
進
め
ら

れ
た
立
体
化
に
よ
り
、
現
在
で
は
7
カ
所
を
残

す
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

街
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
・
京
急
蒲
田
駅
の
誕
生

羽
田
空
港
国
際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
、
羽
田
空

港
国
内
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
に
向
か
う
直
通
電
車

は
、
本
線
か
ら
京
急
蒲
田
駅
を
起
点
に
分
岐
す

る
空
港
線
へ
乗
り
入
れ
る
。
京
急
蒲
田
駅
の
1

日
平
均
乗
降
人
員
は
約
４
万
７
５
０
０
人
。
都

営
地
下
鉄
浅
草
線
乗
り
入
れ
駅
で
あ
る
泉
岳
寺

駅
を
除
く
京
急
電
鉄
全
72
駅
中
９
番
目
に
位
置

し
、
空
港
線
の
分
岐
点
で
も
あ
る
重
要
な
中
核

駅
の
一
つ
だ
。
羽
田
空
港
ア
ク
セ
ス
を
改
善
す

る
た
め
、
京
急
電
鉄
で
は
、
連
続
立
体
交
差
事

業
に
あ
わ
せ
て
、
京
急
蒲
田
駅
の
改
良
に
も
取

り
組
ん
だ
。

こ
の
改
良
工
事
に
つ
い
て
は
、
鉄
道
駅
総
合

改
善
事
業
補
助
の
適
用
を
受
け
て
い
る
。
事
業

費
の
う
ち
、
京
急
電
鉄
が
60
％
、
国
が
20
％
、

残
り
20
％
を
東
京
都
・
大
田
区
・
神
奈
川
県
・

横
浜
市
・
川
崎
市
が
負
担
し
た
。

改
良
前
、
京
急
蒲
田
駅
を
起
点
と
す
る
空
港

線
は
駅
構
内
が
単
線
だ
っ
た
う
え
、
本
線
下
り

線
と
平
面
交
差
し
て
い
た
た
め
、
品
川
方
面
と

羽
田
空
港
間
を
結
ぶ
直
通
電
車
の
運
転
上
の

ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
羽
田
空
港
へ
乗

り
入
れ
た
当
初
は
、
横
浜
方
面
か
ら
の
直
通
運

転
が
で
き
な
い
設
備
だ
っ
た
た
め
、
２
０
０
２

年
に
横
浜
方
に
連
絡
線
を
敷
設
し
た
が
、
日
中

に
限
り
３
本
／
時
の
運
転
と
な
っ
て
い
た
。

京浜急行電鉄株式会社 鉄道本部 
蒲田連立担当 部長

三原弘之
Hiroyuki MIHARA

渋
滞
の
解
消
と

羽
田
ア
ク
セ
ス
の
改
善

２
０
０
０
年
12
月
に
事
業
着
手
し
た
京
急
蒲
田
駅
付
近
連
続
立
体
交
差
事
業
。
工
事
は
順

調
に
進
捗
し
、
２
０
１
２
年
10
月
に
は
、
全
事
業
区
間
の
高
架
化
完
成
に
伴
い
、
ダ
イ
ヤ

の
大
幅
改
正
も
実
施
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
羽
田
空
港
ア
ク
セ
ス
は
一
段
と
改
善
さ
れ
て

い
る
。
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そ
こ
で
、
地
平
式
２
面
３
線
の
駅
を
２
層
高

架
式
２
面
６
線
に
改
良
し
、
本
線
上
り
ホ
ー
ム

を
２
階
部
に
、
下
り
ホ
ー
ム
を
３
階
部
に
、
空

港
線
ホ
ー
ム
は
両
階
に
設
置
す
る
こ
と
で
平
面

交
差
を
解
消
。
さ
ら
に
本
線
ホ
ー
ム
に
は
、
優

等
列
車
と
普
通
列
車
が
縦
列
に
停
車
で
き
る
退

避
設
備
を
整
備
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
品
川
方

面
か
ら
の
直
通
電
車
は
ラ
ッ
シ
ュ
時
９
本
／
時

の
運
転
、
横
浜
方
面
か
ら
は
終
日
６
本
／
時
の

運
転
が
可
能
と
な
り
、
羽
田
空
港
ア
ク
セ
ス
の

大
幅
な
向
上
を
支
え
る
駅
が
誕
生
し
た
。

２
層
高
架
式
と
な
っ
た
京
急
蒲
田
駅
は
、ま
さ

に
羽
田
空
港
ア
ク
セ
ス
の
象
徴
で
あ
る
と
同
時

に
、
街
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
的
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

早
期
高
架
化
を
目
指
し
、
新
技
術
を
採
用

　
こ
の
京
急
蒲
田
駅
付
近
連
続
立
体
交
差
事
業

の
施
工
方
法
に
は
大
き
な
特
徴
が
あ
っ
た
。「
直

接
高
架
工
法
」
の
採
用
だ
。

連
続
立
体
交
差
事
業
で
は
一
般
的
に
、
営
業

線
を
仮
線
に
移
設
し
て
工
事
を
進
め
る
仮
線
工

法
を
採
用
す
る
が
、
工
事
着
手
前
に
す
べ
て
の

仮
線
用
地
を
取
得
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
時

間
を
要
す
る
場
合
が
あ
る
。
事
業
の
早
期
実
施

の
閣
議
決
定
を
受
け
た
東
京
都
と
大
田
区
、
京

急
電
鉄
が
組
織
し
た
「
工
期
短
縮
検
討
会
」

は
、
予
定
し
て
い
た
仮
線
工
法
を
変
更
し
、
工

事
区
間
の
約
６
割
で
直
接
高
架
工
法
の
採
用
を

決
定
し
た
。

直
接
高
架
工
法
で
は
、
ク
レ
ー
ン
や
杭
打
機

を
搭
載
し
た
自
走
式
の
作
業
構
台
（
直
接
高
架

施
工
機
）
を
使
用
し
て
、
営
業
線
を
跨
ぐ
形
で

真
上
に
高
架
橋
を
構
築
す
る
。

「
こ
の
工
法
だ
と
、
営
業
線
の
鉄
道
用
地
内

で
施
工
す
る
た
め
、
用
地
の
取
得
と
工
事
の
同

時
進
行
が
可
能
と
な
る
。
直
接
高
架
工
法
に
よ

り
高
架
化
の
早
期
実
現
を
図
っ
た
」
と
三
原
部

長
は
語
る
。

幅
10
ｍ
ほ
ど
の
鉄
道
用
地
内
で
は
、
営
業
線

に
近
接
し
て
柱
や
梁
、
ス
ラ
ブ
を
構
築
す
る
こ

と
が
難
し
い
た
め
、
工
場
製
作
し
た
部
材
を
現

地
で
組
み
立
て
る
ハ
ー
フ
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
工
法

を
採
用
。
振
動
や
騒
音
の
低
減
、
工
期
短
縮
に

も
つ
な
が
っ
た
。

ま
た
、
立
体
化
が
急
が
れ
て
い
た
環
状
８
号
線

と
交
差
す
る
踏
切
は
、仮
設
高
架
橋
を
設
け
て
高

架
化
し
、
他
の
区
間
に
先
立
ち
踏
切
を
除
却
す
る

こ
と
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
環
状
８
号
線
付
近
は

全
区
間
よ
り
２
年
早
く
高
架
化
が
完
了
し
て
い
る
。

営
業
線
の
安
全
確
保
と
列
車
の
運
行
維
持
、

線
路
両
側
に
住
宅
が
密
集
す
る
狭
隘
な
現
場
や

終
車
か
ら
始
発
ま
で
の
短
時
間
内
で
終
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
夜
間
作
業
―
―
京
急
蒲
田
駅
付

近
連
続
立
体
交
差
事
業
で
は
、
厳
し
い
条
件
下

で
の
早
期
完
成
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
技
術

を
積
極
的
に
開
発
、
採
用
し
た
。
そ
の
功
績
が

認
め
ら
れ
、
東
京
都
と
京
急
電
鉄
は
２
０
１
２

年
度
「
土
木
学
会
技
術
賞
」
を
受
賞
。
ま
た
、

営
業
線
を
活
か
し
つ
つ
高
度
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

へ
と
向
上
す
る
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
思
想
が
評

価
さ
れ
、
同
年
度
の
「
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
」

を
受
賞
し
て
い
る
。

「
連
続
立
体
交
差
事
業
お
よ
び
京
急
蒲
田
駅

の
改
良
は
、
関
係
自
治
体
や
沿
線
住
民
を
は
じ

め
社
内
外
の
実
に
多
く
の
努
力
が
あ
っ
て
こ
そ

実
現
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
地
域
の
発
展
に
寄
与

し
、
羽
田
空
港
ア
ク
セ
ス
を
担
う
京
急
電
鉄
の

社
会
的
責
任
は
非
常
に
大
き
い
と
痛
感
し
て
い

る
」
と
三
原
部
長
は
語
っ
て
い
る
。

1直接高架工法では、営業
線を活かしたまま線路の真
上を跨ぐ形で高架橋を構築
する。 23線路高架切替は、
終車から始発までの３時間
50 分という短い時間を使っ
て行われた。

1000

品　川普通

1000

品　川普通

1000

品　川普通

1000

品　川普通

上り線下り線

●本設高架橋構築●本設高架橋構築

●本設高架橋（工事中）

●完成

上り線

関連側道
幅6m

下り線

1000

品　川普通

1000

品　川普通

直接高架工法

1

2 3



「東京箱根間往復大学駅伝競走（箱根駅伝）」の歴史は古く、
1920 年に第１回が開催され、2014 年は第 90 回目を迎

えた。関東学生陸上競技連盟（関東学連）の加盟大学のうち 20
チームが出場（90 回は記念大会で 23 校）し、東京大手町・読売
新聞社前～箱根・芦ノ湖間、217.9㎞を往路・復路各５区間で競
う。学生長距離界最大級の駅伝競走であり、この歴史ある大会で
は毎年数々のドラマが生まれている。
　特に、鶴見を出発して大手町までの 23.1㎞、最終 10 区は、最
後の見せ場。アンカーを務める各チームのエース級がゴールまで
激戦を繰り広げ、時には予想もつかない逆転劇が起こる区間とな
る。2012 年までは、鶴見中継所から 6㎞のポイントに京急電鉄
空港線の京急蒲田（空）第１踏切があり、国道 15 号をコースに
走ってきた選手が踏切の遮断によって足止めされるなど、思わぬ
レース展開に発展した年もあった。
　京急電鉄では、踏切の遮断時間を短縮するため、一部の列車の
行き先を変更するなどして、レースに支障がないよう協力してき
た。しかし、電車を止めるわけにはいかない。基本的には選手集
団が通過する間は電車を止めるが、選手集団が途切れた時には、
空港線を利用する乗客に配慮して運行を再開していた。　
　そんな名物ポイントだった京急蒲田（空）第 1 踏切も、京急蒲
田駅付近連続立体交差事業で、2012 年 10 月に撤去された。駅
伝ファンにとっては、踏切の存在も駅伝の醍醐味のひとつだった
かもしれないが、選手にとってはレースに専念できる環境が整っ
たことになる。大手町のフィニッシュに真っ先に飛び込むのは、
どのチームなのか――さらにダイナミックなレース展開が期待さ
れている。

■長年の京急電鉄さんのご尽力に感謝
　箱根駅伝は近年、われわれも驚くほどの人気で、沿道にはた
くさんの応援の方々が足を運んでくださいます。特に、京急蒲田

（空）第 1 踏切付近は、テレビ中継でも注目のポイントでしたし、
駅至近なこともあって、毎年、大勢の方々が来てくださいました。
加盟校の学生の中にも、当日の補助員として、この場所を希望す
る者が多かったんです。
　大会運営のために、京急電鉄さんには毎年、大変お世話にな
り、感謝しています。鉄道会社にとって電車を止めることがどん
なに大変なことだったか。観客やテレビをご覧になっている方は
おそらく、たまたまその間に電車が来なかっただけだと思われて

いた方もきっと多いことでしょう。しかし、これは京急電鉄さん
のご尽力によるものです。
　現在は大会規模も大きくなり、ＯＢも手伝っていますが、箱根
駅伝は基本的に学生主体で開催しています。私も学生時代には関
東学連の学生幹事をしており、幹事長を務めた第 63 回、第 64
回大会の前には、京急電鉄さんにごあいさつに伺いました。学生
の自分たちにも気持ちよくご対応いただいたことが、強く印象に
残っています。
　京急蒲田（空）第 1 踏切で選手が足止めされたケースに、第
78 回大会があります。５位だった大東文化大学の選手が、４位
の中央大学の選手に追いつけそうだというところで、踏切で 25
秒間足止めされ、再スタートした時には、選手の背中は見えなく
なっていました。足止めされた時間はタイムから差し引かれるの
ですが、走行中につくり上げた一定のリズムが崩れてしまうと、
取り戻すのに時間がかかるんですね。結局、追いつくことはでき
ませんでした。また、第 84 回大会では、東海大学の選手が踏切
内の線路につまずいてねん挫し、棄権したことが話題となりまし
たが、あれはわざとできることでもありませんが選手側の責任で
す。彼はその後も競技を続け、後に「あの時の失敗の悔しさが
あったから頑張れた」と話していました。
　率直に言って、京急蒲田（空）第１踏切は、10 区担当の選手に
とっては「途中で走りを
遮断される可能性があ
る」と気にかかるポイン
トでした。踏切の撤去に
よって、選手がより集中
できる環境が整い、選手
やコーチは皆、喜んでい
ます。
　ただ、羽田空港へお急
ぎの方もいらしたでしょ
うし、本来は電車の運行
を優先すべきところを、
長年、箱根駅伝に協力し
てくださった京急電鉄さ
んと乗客の皆さんには、
大会関係者一同、本当に
感謝しています。

踏切撤去で、駅伝選手が
集中できる環境に。
正月の風物詩「箱根駅伝」の名物ポイントだった「京急蒲田（空）第１踏切」が京急
蒲田駅付近連続立体交差事業で撤去されたことは、関係者にとっても感慨深いも
のがあるようだ。大会への影響と京急電鉄への思いを、日隈総務委員長に伺った。

15 MINTETSU WINTER 2014

特集：羽田空港アクセスの強化
［京急電鉄の「羽田・品川」を核とした沿線価値向上の取り組み］

踏切があった最後の大会。10 区で踏切を真っ先に通
過した東洋大・齋藤選手（2012 年１月３日）
Ⓒ月刊陸上競技

桐蔭横浜大学陸上競技部 監督
関東学生陸上競技連盟 総務委員長

日隈広至
Hiroyoshi‌HIGUMA
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ダ
イ
ヤ
改
正
で
羽
田
直
通
を
大
幅
増

　
羽
田
空
港
ア
ク
セ
ス
を
向
上
さ
せ
る
二
つ
の

大
事
業
の
進
捗
に
伴
い
、
京
急
電
鉄
は
、
本
線

－

空
港
線
直
通
電
車
の
本
数
を
増
加
さ
せ
る
た

め
、
２
年
の
歳
月
を
か
け
て
ダ
イ
ヤ
の
改
正
に

取
り
組
ん
だ
。

そ
し
て
２
０
１
２
年
10
月
21
日
、
事
業
の
着

手
か
ら
12
年
を
か
け
て
進
め
て
い
た
京
急
蒲
田

駅
付
近
の
全
線
高
架
化
の
完
了
と
と
も
に
、
新

ダ
イ
ヤ
に
よ
る
運
行
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。

新
ダ
イ
ヤ
は
、
品
川
・
都
心
方
面

－

羽
田
空

港
間
、
横
浜
方
面

－

羽
田
空
港
間
と
も
に
、
直

通
電
車
の
本
数
を
、
朝
ラ
ッ
シ
ュ
の
時
間
帯
は

増
発
、
日
中
・
夕
方
ラ
ッ
シ
ュ
の
時
間
帯
は
倍

増
し
、
か
つ
所
要
時
間
も
短
縮
さ
せ
る
と
い
う

も
の
で
、
羽
田
空
港
ア
ク
セ
ス
の
能
力
を
最
大

限
に
発
揮
し
て
い
る
。

主
な
改
正
ポ
イ
ン
ト
を
見
て
み
よ
う
。
品

川
・
都
心
方
面

－

羽
田
空
港
ま
で
は
、
日
中
、

「
快
特
」
を
改
正
前
の
3
本
か
ら
6
本
に
倍
増

し
、
10
分
間
隔
で
運
行
。
う
ち
40
分
に
1
本
は

羽
田
空
港

－

成
田
空
港
直
通
の
「
エ
ア
ポ
ー
ト

快
特
」
を
、
品
川
駅

－

羽
田
空
港
国
際
線
タ
ー

ミ
ナ
ル
駅
間
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
運
行
す
る
。

所
要
時
間
も
、
品
川
・
都
心
方
面

－

羽
田
空

港
国
内
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
間
で
、
従
来
16
～
22

分
だ
っ
た
と
こ
ろ
、
15
分
に
短
縮
し
た
。

横
浜
方
面

－

羽
田
空
港
間
で
は
、
従
来
20
分

間
隔
で
運
行
し
て
い
た
「
エ
ア
ポ
ー
ト
急
行
」

を
1
時
間
当
た
り
３
本
増
発
し
、
10
分
間
隔
で

運
行
。
横
浜
駅

－

羽
田
空
港
国
内
線
タ
ー
ミ
ナ

ル
駅
間
の
所
要
時
間
も
29
分
か
ら
26
分
に
短
縮

し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
朝
ラ
ッ
シ
ュ
の
時
間
帯
に
は
、
航

空
旅
客
と
通
勤
旅
客
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る

た
め
、
品
川
・
都
心
方
面
か
ら
の
「
快
特
」
と

「
エ
ア
ポ
ー
ト
急
行
」
あ
わ
せ
て
１
時
間
当
た
り

６
本
か
ら
９
本
に
、
横
浜
方
面
か
ら
の
「
特

急
」
を
１
時
間
当
た
り
３
本
か
ら
６
本
に
増

発
。
混
雑
緩
和
を
図
っ
て
い
る
。

ち
な
み
に
京
急
線
の
種
別
は
、
速
さ
順
に

「
エ
ア
ポ
ー
ト
快
特
」「
快
特
」「
特
急
」「
エ
ア

ポ
ー
ト
急
行
」「
普
通
」
と
な
る
。
い
か
に
羽
田

空
港
行
き
直
通
電
車
に
優
等
列
車
が
充
て
ら
れ

て
い
る
か
が
分
か
る
だ
ろ
う
。
日
中
の
運
転
間
隔

が
10
分
に
１
本
と
均
等
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も

注
目
し
た
い
。
鉄
道
本
部
の
松
田
義
明
運
転
車

両
部
長
兼
総
合
司
令
所
長
は
「
ダ
イ
ヤ
を
改
正

す
る
に
当
た
っ
て
、
最
も
重
視
し
た
の
は
『
乗
り

や
す
さ
』
と
『
速
達
性
』
だ
っ
た
」
と
語
る
。

確
か
に
、
運
転
間
隔
が
均
等
化
さ
れ
て
い
る

と
利
用
客
に
も
分
か
り
や
す
く
、
10
分
以
内
の

待
ち
時
間
な
ら
ス
ト
レ
ス
も
少
な
い
。

ま
た
、
京
急
電
鉄
は
都
営
地
下
鉄
浅
草
線
・

京
成
電
鉄
・
北
総
鉄
道
と
相
互
直
通
運
転
を

行
っ
て
い
る
が
、
相
互
直
通
に
よ
る
羽
田
空
港

乗
り
入
れ
は
、
そ
れ
ま
で
停
車
駅
の
多
い
種
別

で
運
行
し
て
い
た
。
そ
の
点
も
、
今
回
の
改
正

で
改
善
さ
れ
て
い
る
。

「
ダ
イ
ヤ
改
正
に
は
、相
互
直
通
運
転
を
行
っ
て

い
る
各
社
局
お
互
い
に
協
力
が
必
要
。
各
社
局
と

は
、
お
客
さ
ま
の
利
便
性
を
高
め
、速
達
性
を
重

視
す
る
と
い
う
こ
と
で
見
解
が
一
致
し
、
優
等
列

車
の
増
発
が
実
現
し
た
」と
松
田
部
長
は
語
っ
て

い
る
。

「
ダ
イ
ヤ
」
を
支
え
る
現
場
の
努
力

「
ダ
イ
ヤ
は
生
き
も
の
」
と
松
田
部
長
が
言

京浜急行バス株式会社 運輸部　
営業一課長

長塚隆介
Ryusuke‌NAGATSUKA

京浜急行電鉄株式会社 鉄道本部 
運転車両部長兼総合司令所長

松田義明
Yoshiaki‌MATSUDA

空
港
ア
ク
セ
ス
強
化
と

拡
充
の
取
り
組
み

京
急
蒲
田
駅
付
近
連
続
立
体
交
差
事
業
と
京
急
蒲
田
駅
の
改
良
事
業
の
進
捗
に
伴
い
、
京

急
電
鉄
で
は
羽
田
空
港
行
き
直
通
電
車
を
倍
増
、
大
幅
な
ダ
イ
ヤ
改
正
を
実
施
し
た
。
さ

ら
に
京
急
バ
ス
グ
ル
ー
プ
で
は
羽
田
空
港
発
着
バ
ス
の
路
線
を
拡
大
す
る
な
ど
、
グ
ル
ー

プ
総
力
で
羽
田
空
港
ア
ク
セ
ス
の
強
化
と
拡
充
を
進
め
て
い
る
。
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特集：羽田空港アクセスの強化
［京急電鉄の「羽田・品川」を核とした沿線価値向上の取り組み］

う
よ
う
に
、
時
々
刻
々
と
変
化
す
る
利
用
客
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
京
急
電
鉄
で
は
、

１
年
ご
と
に
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
を
行
っ
て
き
た
。

１
９
９
８
年
、
羽
田
空
港
乗
り
入
れ
を
開
始

し
た
当
時
は
、
本
線
利
用
の
乗
客
が
大
多
数
を

占
め
て
い
た
た
め
、
本
線
の
運
行
に
支
障
が
な

い
よ
う
に
空
港
線
の
ダ
イ
ヤ
を
組
ん
で
い
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
、
航
空
旅
客
の
増
加
に
伴
い
、

羽
田
空
港
行
き
直
通
電
車
が
増
加
す
る
。
京
急

蒲
田
駅
が
平
面
式
２
面
３
線
だ
っ
た
時
代
は
、

担
当
者
が
苦
労
し
な
が
ら
、
非
常
に
複
雑
な
ダ

イ
ヤ
を
組
ん
で
い
た
の
だ
と
い
う
。

一
方
、
列
車
運
行
に
お
い
て
も
、
努
力
が
あ

る
。
横
浜
方
面
か
ら
羽
田
空
港
行
き
直
通
電
車

を
運
行
す
る
に
は
、
京
急
蒲
田
駅
に
連
絡
線
を

敷
設
し
、
な
お
か
つ
、
利
便
性
、
速
達
性
を
確

保
す
る
た
め
、
京
急
川
崎
駅
で
連
結
・
切
り
離

し
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
。

こ
の
連
絡
線
は
２
０
０
２
年
に
敷
設
さ
れ
た
。

連
結
・
切
り
離
し
と
い
う
の
は
、
上
り
線
の
場

合
は
、
横
浜
方
面
か
ら
来
た
12
両
編
成
の
「
快

特
」
の
後
ろ
４
両
を
京
急
川
崎
駅
で
切
り
離
し
、

８
両
編
成
と
な
っ
た
「
快
特
」
が
品
川
方
面
に

発
車
し
た
後
、
４
両
編
成
の
羽
田
空
港
行
き

「
特
急
」
に
種
別
変
更
し
て
運
転
す
る
。
下
り

線
で
は
、
羽
田
空
港
発
の
「
特
急
」
４
両
編
成

が
京
急
川
崎
駅
で
品
川
方
面
か
ら
来
た
８
両
編

成
の
「
快
特
」
の
後
ろ
に
連
結
す
る
仕
組
み
だ
。

「
お
客
さ
ま
が
乗
っ
て
い
る
営
業
車
両
同
士
の

連
結
・
切
り
離
し
は
高
度
な
運
転
技
術
が
必
要

で
、
そ
れ
ま
で
経
験
が
な
か
っ
た
乗
務
員
た
ち

は
、
懸
命
に
努
力
し
、
技
術
の
修
得
に
励
ん

だ
」
と
松
田
部
長
は
振
り
返
る
。

２
０
１
０
年
に
京
急
蒲
田
駅
の
上
り
線
高
架

化
が
完
了
し
て
か
ら
、
連
結
・
切
り
離
し
の
必

要
は
な
く
な
っ
た
が
、
８
年
間
の
現
場
の
取
り

組
み
は
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
向
上
に
つ
な
が
り
、
社
員
一
人
ひ
と
り
の
確

か
な
「
実
力
」
と
な
っ
て
い
る
。

沿
線
住
民
の
利
便
性
を
確
保

羽
田
空
港
ア
ク
セ
ス
の
速
達
性
を
追
求
す
る

中
で
、
京
急
電
鉄
が
何
よ
り
も
配
慮
し
た
の
は

沿
線
住
民
の
生
活
だ
。

沿
線
の
住
民
が
利
用
す
る
の
は
優
等
列
車
だ

け
と
は
限
ら
な
い
。
優
等
列
車
の
運
行
だ
け
で

は
、
沿
線
で
生
活
す
る
人
々
の
足
と
し
て
機
能

し
な
い
場
面
も
生
じ
て
く
る
。
そ
こ
で
、
各
駅

の
運
行
頻
度
を
確
保
し
、
一
般
の
利
用
客
の

ニ
ー
ズ
に
も
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
と
議
論
を
重

ね
な
が
ら
、
ダ
イ
ヤ
作
成
に
取
り
組
ん
だ
。

「
羽
田
空
港
行
き
直
通
電
車
の
運
転
間
隔
の

均
等
化
、
速
達
性
、
そ
し
て
各
駅
の
運
行
頻
度

確
保
。
こ
の
三
つ
を
成
立
さ
せ
た
ダ
イ
ヤ
を
組

む
の
は
非
常
に
難
し
か
っ
た
。
羽
田
空
港
を
利

用
さ
れ
る
お
客
さ
ま
が
格
段
に
伸
び
て
い
る
が
、

同
時
に
沿
線
の
お
客
さ
ま
の
利
便
性
を
確
保
す

る
こ
と
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
ご
理
解
を

お
願
い
し
た
部
分
も
あ
る
が
、
沿
線
の
お
客
さ

ま
に
極
力
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
な
い
よ
う
に
し

た
つ
も
り
だ
」
と
松
田
部
長
は
、
改
正
過
程
で

の
苦
労
を
振
り
返
る
。「
羽
田
空
港
行
き
直
通

電
車
の
10
分
間
隔
運
転
は
お
客
さ
ま
に
浸
透
し

て
き
た
」
と
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
そ
う
だ
。

「
沿
線
に
お
住
ま
い
の
お
客
さ
ま
に
と
っ
て
の

利
便
性
向
上
、
鉄
道
と
い
う
交
通
機
関
と
し
て

の
公
共
性
と
京
急
グ
ル
ー
プ
の
理
念
で
あ
る
安

全
性
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
満
た
し
た
う
え

で
、
収
支
に
貢
献
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
ベ
ー

ス
に
、
鉄
道
ダ
イ
ヤ
は
存
在
す
る
」
と
松
田
部

長
は
語
り
、
そ
う
し
た
意
味
合
い
に
お
い
て
、

全
面
改
正
後
の
ダ
イ
ヤ
は
非
常
に
価
値
の
高
い

も
の
に
な
っ
た
と
続
け
る
。

２
０
１
３
年
に
お
け
る
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
は
、

本
線
を
利
用
す
る
通
勤
・
通
学
客
の
た
め
に
、

若
干
の
修
正
を
加
え
た
だ
け
だ
っ
た
。
そ
の
事

実
が
松
田
部
長
の
言
葉
を
裏
付
け
て
い
る
。

本
線
・
空
港
線
と
も
乗
客
は
増
加
傾
向

ダ
イ
ヤ
改
正
に
よ
る
羽
田
ア
ク
セ
ス
強
化
の

効
果
は
大
き
く
、
空
港
線
・
本
線
と
も
に
乗
客

数
が
増
加
し
、
２
０
１
２
年
度
決
算
で
は
旅
客

収
支
で
約
３
億
円
の
増
加
と
な
っ
た
。
ま
た
、

２
０
１
２
年
度
の
羽
田
空
港
国
際
線
タ
ー
ミ
ナ

ル
駅
、
羽
田
空
港
国
内
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
の
１

日
平
均
乗
降
人
員
は
合
わ
せ
て
８
万
２
９
１
４

人
で
、
前
年
に
比
べ
て
１
日
当
た
り
約

１
７
０
０
人
増
と
な
っ
て
い
る
。

1998年

80,000

70,000

60,000

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

0

（人）

2000年 2002年 2004年 2006年
※「羽田空港国内線ターミナル駅」は、国際線ターミナル駅開業前は「羽田空港駅」

2008年 2010年 2011年 2012年

羽田空港国内線・国際線ターミナル駅 乗降人員

34,593

48,117

60,045

68,256

73,889
78,188 74,884

16,84316,843

68,694

12,50212,502

70,712

12,20212,202

羽田空港国内線ターミナル駅
羽田空港国際線ターミナル駅

品川・都心方面→羽田空港 羽田空港←横浜方面

羽田空港国内線ターミナル駅

羽田空港国際線ターミナル駅

京急蒲田駅品川駅 横浜駅

所要時間 15分（国際線12分）

直通 特急 6本／時直通 快特  計9本／時

●日中・夕方ラッシュ

●朝ラッシュ ●朝ラッシュ

●日中

エアポート急行 6本／時快特 6本／時

成田空港方面

所要時間 26分（国際線23分）

エアポート快特※40分に1本は
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「
地
方
空
港
や
鉄
道
他
社
局
と
連
携
し
て
相

互
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
お
り
、
効
果
が
出
て
い
る

と
思
う
。
今
後
は
さ
ら
に
京
急
の
羽
田
空
港
ア

ク
セ
ス
の
認
知
度
を
高
め
て
い
き
た
い
」
と
松

田
部
長
は
語
る
。

さ
ら
に
、
羽
田
空
港
両
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅

－

泉

岳
寺
駅
ま
で
の
片
道
と
提
携
す
る
鉄
道
他
社
線

が
１
日
フ
リ
ー
と
な
る
「
京
急
羽
田
ち
か
鉄
共

通
パ
ス
」（
都
営
地
下
鉄
・
東
京
メ
ト
ロ
）
や

「
東
京
ト
ラ
ベ
ル
１
Ｄ
Ａ
Ｙ
／
２
Ｄ
Ａ
Ｙ
パ
ス
」

（
都
営
地
下
鉄
）
な
ど
の
企
画
切
符
も
羽
田
空

港
で
販
売
し
、
東
京
を
訪
れ
た
観
光
客
な
ど
の

空
港
線
利
用
を
促
進
し
て
い
る
。

京
急
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
羽
田
・
品
川
を
拠

点
に
各
事
業
を
展
開
し
て
い
く
中
で
、
鉄
道
事

業
と
し
て
は
、「『
集
客
』
を
意
識
し
た
ダ
イ
ヤ

づ
く
り
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思

う
」
と
松
田
部
長
は
語
る
。

羽
田
空
港
ア
ク
セ
ス
を
軸
に
、
さ
ら
な
る
利

便
性
向
上
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

三
つ
の
交
通
モ
ー
ド
を
活
用

京
急
グ
ル
ー
プ
で
、
羽
田
空
港
ア
ク
セ
ス
を

担
う
交
通
は
、
鉄
道
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
の
機
動
性
・
柔
軟
性
を
活
用

し
、
利
用
者
の
選
択
肢
を
広
げ
て
い
る
。

京
急
バ
ス
グ
ル
ー
プ
の
路
線
バ
ス
が
、
羽
田

空
港
に
初
め
て
乗
り
入
れ
た
の
は
１
９
５
０
年
。

１
９
６
４
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
翌
年
に

は
、
東
京
駅
と
羽
田
空
港
を
結
ぶ
京
急
リ
ム
ジ

ン
バ
ス
が
誕
生
。
１
９
６
８
年
に
は
横
浜
と
羽

田
空
港
を
結
ぶ
横
浜
線
の
運
行
を
開
始
し
た
。

80
年
代
後
半
か
ら
は
、
羽
田
空
港
の
拡
張
整

備
に
伴
い
、
京
急
バ
ス
グ
ル
ー
プ
単
独
で
は
な

く
、
連
絡
す
る
現
地
の
バ
ス
会
社
と
共
同
運
行

の
形
態
を
取
っ
て
、
路
線
数
を
拡
大
し
て
い
っ

た
。
さ
ら
に
は
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
だ
け
で
は
な

く
、
東
急
線
の
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
駅
や
小
田
急
線

の
海
老
名
駅
な
ど
住
宅
地
と
羽
田
空
港
を
ダ
イ

レ
ク
ト
に
結
ぶ
路
線
を
開
設
。
バ
ス
需
要
は

年
々
高
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。

近
年
は
、
観
光
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
、
東
京
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
や
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
、

箱
根
、
御
殿
場
、
富
士
山
な
ど
人
気
ス
ポ
ッ
ト

へ
の
直
通
便
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
京
急
リ

ム
ジ
ン
バ
ス
の
路
線
は
現
在
、
46
路
線
に
及
ん

で
い
る
。

「
需
要
に
よ
っ
て
、
柔
軟
に
路
線
を
開
設
で

き
る
の
が
バ
ス
の
強
み
。
投
資
も
小
額
で
済
む
。

し
か
し
、
だ
か
ら
こ
そ
競
合
他
社
も
開
設
で
き

る
わ
け
で
、
や
は
り
企
画
力
の
違
い
が
お
客
さ

ま
の
ご
利
用
に
つ
な
が
る
の
だ
と
考
え
て
い
る
。

お
客
さ
ま
目
線
で
、
各
種
路
線
の
可
能
性
を

探
っ
て
い
き
た
い
」
と
京
浜
急
行
バ
ス
株
式
会

社
運
輸
部
の
長
塚
隆
介
営
業
一
課
長
は
語
る
。

羽
田
空
港
の
国
際
線
開
業
に
よ
る
24
時
間
化

へ
の
対
応
と
し
て
、
深
夜
・
早
朝
運
行
が
困
難

な
鉄
道
に
代
わ
る
交
通
モ
ー
ド
と
し
て
も
、
期

待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

「
24
時
間
化
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
深
夜
・

早
朝
の
時
間
帯
に
は
、
横
浜
・
品
川
・
渋
谷
な

ど
9
路
線
を
運
行
し
て
、
鉄
道
の
運
行
休
止
時

間
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。
今
後
の
需
要
動
向
を

見
な
が
ら
、
迅
速
に
対
応
し
て
い
く
。
国
内
の

お
客
さ
ま
は
も
ち
ろ
ん
、
空
港
リ
ム
ジ
ン
バ
ス

の
認
知
度
を
高
め
、
訪
日
さ
れ
る
海
外
の
お
客

さ
ま
の
ご
利
用
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
も
課
題

の
一
つ
」
と
長
塚
課
長
は
意
欲
を
見
せ
て
い
る
。

さ
ら
に
も
う
一
つ
、
利
用
客
に
好
評
な
の
が
、

タ
ク
シ
ー
事
業
が
導
入
し
た
「
定
額
制
タ
ク

シ
ー
」
だ
。
羽
田
空
港
国
際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
か

ら
、
東
京
エ
リ
ア
、
横
浜
・
川
崎
エ
リ
ア
な
ど

の
目
的
地
ま
で
、
あ
ら
か
じ
め
設
定
し
た
定
額

運
賃
で
タ
ク
シ
ー
を
利
用
で
き
る
。

現
在
、
京
急
グ
ル
ー
プ
で
は
、
鉄
道
・
バ
ス
・

タ
ク
シ
ー
と
三
つ
の
交
通
モ
ー
ド
を
フ
ル
に
活
用

し
て
、
羽
田
空
港
ア
ク
セ
ス
の
強
化
と
拡
充
を

進
め
て
い
る
。
空
港
利
用
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

応
え
た
京
急
の
取
り
組
み
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

箱根桃源台

富士宮駅

鎌倉駅
藤沢駅

海老名駅 港南台駅
大船駅

本厚木駅

センター南駅
たまプラーザ駅

武蔵小杉駅
新横浜駅

新百合ヶ丘駅

センター北駅

横浜駅二俣川駅 横浜ベイシェラトン
ホテル＆タワーズ

赤レンガ倉庫

新富士駅 沼津インター

袖ヶ浦バスターミナル

木更津駅 館山駅 君津駅

茂原駅

東金駅

千葉中央駅

蘇我駅

柏駅

鹿島神宮駅

日立駅水戸駅

新越谷駅志木駅軽井沢駅
勝沼甲府駅

富士山駅

拝島営業所

吉祥寺駅

大井町駅

渋谷マークシティ
二子玉川駅町田バスセンター

立川駅
北千住駅

東京駅

錦糸町駅

東京スカイ
ツリータウン

河口湖駅
朝霞台駅

大宮駅

草加駅

つくばセンター

西船橋駅

東京ディズニーリゾート

東京ビッグサイト

五井駅

君津バスターミナル

御殿場駅

箱根湯本駅

羽田空港 1国際線ターミナルビルから出
発する京急リムジンバス。2京
急リムジンバスの乗車券を販売
するインフォメーションカウン
ター。3羽田空港国際線ターミ
ナル駅の案内はすべて４カ国語
表示。4羽田空港と各地を結
ぶ46路線を運行。

1

3

2

4
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特集：羽田空港アクセスの強化
［京急電鉄の「羽田・品川」を核とした沿線価値向上の取り組み］

ス
ム
ー
ズ
な
移
動
に
配
慮
し
た
駅
施
設

羽
田
空
港
の
再
拡
張
事
業
に
よ
り
国
際
線
旅

客
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
開
設
し
た
の
に
伴
い
、

２
０
１
０
年
10
月
21
日
、
京
急
電
鉄
は
、
天
空

橋
駅

－

羽
田
空
港
駅
（
現
・
羽
田
空
港
国
内
線

タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
）
間
に
、「
羽
田
空
港
国
際
線

タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
」
を
開
業
し
た
。

羽
田
空
港
ア
ク
セ
ス
の
速
達
性
を
重
視
し
て
、

羽
田
空
港
乗
り
入
れ
以
来
、
ダ
イ
ヤ
改
正
に
取

り
組
ん
で
き
た
京
急
電
鉄
だ
が
、
羽
田
空
港
国

際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
も
「
速
達
性
・
ス
ム
ー
ズ
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
整
備
さ
れ
て
い
る
。

「
鉄
道
駅
が
地
階
、
国
際
線
の
出
発
ロ
ビ
ー

は
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
３
階
、
到
着
ロ

ビ
ー
が
２
階
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
そ

の
間
の
移
動
に
お
い
て
、
い
か
に
速
達
性
を
高

め
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
た
」
と
、
鉄
道
本

部
の
浦
辺
和
夫
計
画
営
業
部
長
は
語
る
。

駅
ホ
ー
ム
で
降
車
し
て
か
ら
の
動
線
で
見
て

み
る
と
、
改
札
に
は
幅
90
㎝
の
ワ
イ
ド
ラ
ッ
チ

を
採
用
。
た
く
さ
ん
の
荷
物
を
抱
え
た
利
用
客

や
車
い
す
、
２
人
乗
り
ベ
ビ
ー
カ
ー
の
利
用
客

も
、
ス
ム
ー
ズ
に
通
過
で
き
る
。
改
札
正
面
に

は
、
30
人
乗
り
の
フ
ル
オ
ー
プ
ン
ド
ア
の
大
型

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
。
カ
ー
ト
を
使
っ
て
い

て
も
乗
り
降
り
し
や
す
い
。
下
り
ホ
ー
ム
に
４

基
、
上
り
ホ
ー
ム
に
３
基
設
置
さ
れ
て
お
り
、

待
ち
時
間
が
少
な
い
う
え
、
未
使
用
時
は
改
札

階
で
待
機
す
る
よ
う
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
さ
れ

て
い
る
。
通
常
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
待
た
さ
れ

る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
た
め
か
、
開
業
当

初
は
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
使
う
人
が
多
か
っ
た

そ
う
だ
が
、
駅
係
員
の
誘
導
や
案
内
板
設
置
な

ど
の
効
果
で
、
現
在
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
利
用
す
る
。

ま
た
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
は
、
到
着
ロ
ビ
ー

階
経
由
と
出
発
ロ
ビ
ー
階
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
行

け
る
直
通
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
は
通
常
よ
り
も
傾
斜
が
５
度
緩
い
、
25
度

の
設
計
で
、
荷
物
の
多
い
利
用
客
の
安
全
性
に

配
慮
し
た
。

も
う
一
つ
、
羽
田
空
港
国
際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル

駅
な
ら
で
は
の
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
改
札
内

で
荷
物
用
カ
ー
ト
が
利
用
で
き
る
こ
と
だ
。

ホ
ー
ム
に
は
カ
ー
ト
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
を
使
っ
て
改
札
を
通
り
、
出
発
ロ
ビ
ー
に
向

か
う
こ
と
が
で
き
る
。
到
着
階
で
は
逆
に
、

カ
ー
ト
に
荷
物
を
乗
せ
た
ま
ま
、
改
札
を
通

り
、
ホ
ー
ム
に
カ
ー
ト
を
置
い
て
お
く
。

ホ
ー
ム
も
カ
ー
ト
利
用
を
想
定
し
て
、
最
大

約
14
ｍ
幅
の
設
計
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

荷
物
の
転
落
防
止
な
ど
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
京
急
線
で
は
初
と
な
る
可
動
式
ホ
ー
ム
柵

を
採
用
し
た
。

「
お
客
さ
ま
は
改
札
内
で
は
カ
ー
ト
を
利
用

で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
方
が
多
い
た
め
、
改
札

付
近
の
フ
ロ
ア
に
サ
イ
ン
を
貼
っ
て
お
知
ら
せ

し
て
い
る
。
快
適
に
移
動
い
た
だ
け
る
機
能
的

な
設
計
や
工
夫
も
、
開
業
当
初
は
、
わ
れ
わ
れ

の
予
想
と
は
異
な
る
と
こ
ろ
で
、
お
客
さ
ま
が

戸
惑
わ
れ
る
場
面
が
あ
っ
た
。
細
や
か
に
お
客

さ
ま
の
様
子
を
見
て
、
分
か
り
や
す
く
ご
案
内

す
る
サ
イ
ン
を
つ
く
る
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努
め
て
い
る
」
と
浦
辺
部
長
は
話
す
。

羽
田
空
港
国
際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
は
、
大
型

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
フ
ラ
ッ
ト
な
動
線
の
確
保
な

ど
、
施
設
全
体
の
高
度
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

実
現
し
た
と
し
て
、
東
京
国
際
空
港
タ
ー
ミ
ナ

ル
・
京
急
電
鉄
・
東
京
モ
ノ
レ
ー
ル
の
３
社
が

京浜急行電鉄株式会社 鉄道本部
計画営業部長

浦辺和夫
Kazuo URABE

羽
田
空
港
の
さ
ら
な
る

国
際
化
に
向
け
て

羽
田
空
港
の
国
際
化
に
伴
い
、
京
急
電
鉄
は
２
０
１
０
年
、
羽
田
空
港
国
際
線
タ
ー
ミ
ナ

ル
駅
を
開
業
し
た
。
ス
ム
ー
ズ
な
移
動
が
可
能
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
駅
施
設
、
訪
日
外
国

人
の
た
め
の
多
言
語
化
や
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
開
設
な
ど
、
世
界
に
向
け

た
日
本
の
玄
関
口
と
し
て
受
け
入
れ
体
制
を
整
え
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
を
進
化
さ
せ
て
い
る
。



MINTETSU WINTER 2014 20

共
同
で
、
２
０
１
０
年
度
の
「
国
土
交
通
省
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
推
進
功
労
者
大
臣
表
彰
」
を
受

賞
し
て
い
る
。

多
言
語
サ
ー
ビ
ス
と
駅
ナ
ン
バ
リ
ン
グ

２
０
１
２
年
度
の
訪
日
外
国
人
数
は
、

８
３
６
万
人
に
上
っ
た
。
国
別
で
は
、
韓
国
・

台
湾
・
中
国
・
香
港
で
そ
の
64
・
８
％
を
占
め

て
お
り
、
観
光
庁
の
訪
日
旅
行
促
進
事
業
（
ビ

ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
事
業
）
で
は
、
こ
れ
に
米

国
を
加
え
て
５
大
市
場
と
し
て
い
る
。
現
在
、

海
外
就
航
都
市
の
半
分
以
上
が
ア
ジ
ア
圏
で
あ

る
羽
田
空
港
か
ら
は
、
こ
の
４
エ
リ
ア
に
定
期

便
が
就
航
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
外
国
人
旅
行
客
に
対
応
す
る
た

め
、
京
急
電
鉄
で
は
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
多

言
語
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
移
動
手

段
や
観
光
地
な
ど
を
紹
介
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
サ
イ
ト
「
羽
田
空
港
ア
ク
セ
ス
ガ
イ
ド
」、
駅

構
内
の
駅
名
看
板
、
行
先
案
内
表
示
（
主
要

駅
）、
自
動
券
売
機
や
自
動
精
算
機
（
泉
岳
寺

駅
を
除
く
）
な
ど
は
日
本
語
・
英
語
・
中
国

語
・
韓
国
語
で
表
記
し
て
い
る
。

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
各
社
が
利
用
で
き
る
「
京

急
通
訳
サ
ー
ビ
ス
」（
英
語
・
中
国
語
・
韓
国

語
）
を
開
設
。
専
門
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
電
話
を

介
し
て
外
国
人
旅
行
客
と
の
会
話
を
通
訳
す
る

サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
て
い
る
。

さ
ら
に
、
日
本
語
が
理
解
で
き
な
く
て
も
ス

ム
ー
ズ
な
移
動
や
乗
り
換
え
が
で
き
る
よ
う

に
、
京
急
線
全
駅
に
「
駅
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
」
を

導
入
し
て
い
る
。
都
営
地
下
鉄
浅
草
線
と
の
共

同
駅
で
あ
る
泉
岳
寺
駅
を
除
く
全
72
駅
に
、
京

急
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
頭
文
字
KK
と
数
字
２

文
字
を
付
け
た
。
注
目
し
た
い
の
は
番
号
の
振

り
方
で
、
品
川
駅
が
KK‌

01
、
京
急
蒲
田
駅
が

KK‌

11
で
、
次
の
KK‌

12
は
本
線
の
雑
色
駅
で
は
な

く
、
分
岐
し
た
空
港
線
の
糀
谷
駅
と
な
り
、
そ

の
ま
ま
羽
田
空
港
国
内
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
ま
で

進
み
、
雑
色
駅
は
KK‌

18
と
な
っ
て
い
る
。
浦
辺

部
長
の
説
明
に
よ
る
と
「
通
常
は
本
線
、
支
線

の
順
に
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
く
が
、
羽

田
空
港
を
利
用
さ
れ
る
お
客
さ
ま
を
考
慮
し

て
、
空
港
線
に
直
通
と
い
う
形
で
設
定
し
た
」

と
い
う
。

「
お
も
て
な
し
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

　
羽
田
空
港
国
際
線
の
年
間
発
着
枠
数
は
現

在
、
日
中
３
万
回
、
夜
間
３
万
回
。
ア
ジ
ア
を

中
心
に
世
界
各
国
か
ら
の
旅
行
客
が
羽
田
空
港

に
降
り
立
ち
、
目
的
地
へ
と
向
か
う
。

こ
う
し
た
外
国
人
旅
行
客
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

た
め
、
京
急
電
鉄
で
は
到
着
ロ
ビ
ー
階
の
改
札

口
付
近
に
「
京
急
ツ
ー
リ
ス
ト
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」（
京
急
Ｔ
Ｉ
Ｃ
）
を
設
置
し

て
い
る
。
営
業
時
間
は
７
時
～
22
時
。
カ
ウ
ン

タ
ー
で
は
乗
車
券
の
販
売
や
乗
り
換
え
案
内
、

ホ
テ
ル
や
観
光
に
関
す
る
情
報
提
供
や
飲
食
店

の
紹
介
、
時
に
は
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
内
に
あ
る

銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
使
い
方
ま
で
、「
お
も
て
な
し
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
対
面
で
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
る
。

現
在
、
８
人
が
交
代
で
務
め
る
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
は
全
員
が
日
本
語
と
英
語
の
ほ
か
、
韓
国

語
あ
る
い
は
中
国
語
で
対
応
で
き
、
中
に
は
フ

ラ
ン
ス
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ア
ラ
ビ
ア
語
、
タ

イ
語
に
対
応
で
き
る
者
も
い
る
。
消
防
訓
練
や

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
方
な
ど
に
つ
い
て
も
習
得

1幅 90㎝のワイドラッチを採用した改札。足元には「カートＯＫ」のサイン。2羽田空港国際
線ターミナル駅から出発ロビーに向かう利用客。3乗り降りしやすいフルオープンドアの大型エ
レベーター。4エレベーターの利用を呼び掛ける案内板も設置。

1

2

3

4
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特集：羽田空港アクセスの強化
［京急電鉄の「羽田・品川」を核とした沿線価値向上の取り組み］

し
て
お
り
、
語
学
も
互
い
に
教
え
合
う
な
ど
し

て
、
今
で
は
全
員
が
簡
単
な
日
常
会
話
で
あ
れ

ば
４
カ
国
語
で
対
応
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
し
て
い
る
そ
う
だ
。

ま
た
、
観
光
案
内
に
つ
い
て
は
行
政
な
ど
と

連
携
し
、
日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）

「
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
案
内
所
」、
横
浜
観
光

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
「
拠
点
民
間
観

光
案
内
所
」、
東
京
都
「
東
京
観
光
案
内
窓
口
」

と
し
て
登
録
。
２
０
１
２
年
10
月
に
は
、
高
レ

ベ
ル
な
観
光
案
内
所
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
の
外
国
人
案
内
所

認
定
制
度
で
最
高
ラ
ン
ク
と
な
る
カ
テ
ゴ
リ
ー

３
を
取
得
し
た
。
カ
テ
ゴ
リ
ー
３
は
、
全
国

３
４
２
カ
所
の
う
ち
７
カ
所
の
み
の
認
定
と
い

う
水
準
の
高
さ
だ
（
２
０
１
３
年
１
月
現
在
）。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
の
最
前
線
と
し
て

京
急
Ｔ
Ｉ
Ｃ
の
「
お
も
て
な
し
」
の
こ
こ
ろ

は
、
商
品
開
発
に
も
活
か
さ
れ
て
い
る
。
訪
日

外
国
人
を
対
象
に
販
売
し
て
い
る
「
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ

Ｏ
＆
京
急
羽
得
き
っ
ぷ
」
だ
。
１
５
０
０
円
分

が
チ
ャ
ー
ジ
さ
れ
た
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
と
羽
田
空
港

国
際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
と
品
川
駅
（
泉
岳
寺

駅
）、
あ
る
い
は
横
浜
駅
間
往
復
割
引
乗
車
券

が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
も
の
だ
が
、
発
売
当
初
は
、

紙
券
の
企
画
き
っ
ぷ
と
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
で
の
販
売

の
た
め
、
有
人
窓
口
を
通
過
す
る
必
要
が
あ
っ

た
。「
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
と
同
時
に
自
動
改
札
機
を

利
用
で
き
た
ほ
う
が
乗
り
換
え
が
ス
ム
ー
ズ
で
、

海
外
か
ら
の
お
客
さ
ま
に
も
分
か
り
や
す
い
」

と
い
う
京
急
Ｔ
Ｉ
Ｃ
か
ら
の
意
見
が
採
用
さ
れ

て
、
紙
券
を
磁
気
券
に
切
り
替
え
る
こ
と
が
決

ま
っ
た
。

ま
た
、
京
急
Ｔ
Ｉ
Ｃ
で
は
、
旅
行
客
が
多
い

時
間
帯
は
１
人
が
カ
ウ
ン
タ
ー
の
外
に
立
ち
、

戸
惑
っ
た
様
子
の
外
国
人
客
を
見
か
け
た
と
き

は
、
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
方
か
ら
積
極
的
に
話

し
掛
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
カ
ウ
ン
タ
ー
に

は
日
本
の
行
事
に
ち
な
ん
だ
置
物
や
季
節
の
花

を
飾
り
、
夏
に
は
制
服
の
代
わ
り
に
浴
衣
を
着

用
す
る
な
ど
「
目
で
親
し
ん
で
も
ら
う
」
工
夫

も
好
評
だ
。

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
た
ち
の
こ
こ
ろ
の
こ
も
っ

た
丁
寧
な
サ
ー
ビ
ス
が
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
個

人
の
ブ
ロ
グ
な
ど
で
広
ま
り
、
京
急
Ｔ
Ｉ
Ｃ
を

訪
れ
る
旅
行
客
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。

２
０
１
３
年
８
月
の
京
急
Ｔ
Ｉ
Ｃ
利
用
客
は
約

１
万
１
８
０
０
人
（
前
年
比
23
％
増
）
で
、
そ

の
７
割
が
外
国
人
客
だ
。
開
設
当
初
と
比
較
す

る
と
、
３
倍
近
く
に
増
え
て
い
る
。

日
中
の
時
間
帯
は
、
台
湾
・
韓
国
・
中
国
か

ら
の
直
行
便
が
多
い
た
め
、
ア
ジ
ア
圏
の
旅
行

客
が
目
立
つ
が
、
最
近
で
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な

ど
か
ら
の
旅
行
客
も
増
え
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の

礼
拝
所
な
ど
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
も
あ
る

そ
う
だ
。

京
急
電
鉄
で
は
、
か
つ
て
は
羽
田
空
港
ア
ク

セ
ス
の
利
便
性
に
つ
い
て
宣
伝
し
て
い
た
海
外

向
け
の
広
告
も
、
現
在
は
「
言
葉
が
分
か
ら

ず
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
京
急
Ｔ
Ｉ
Ｃ
へ
」

と
い
う
よ
う
に
、
京
急
Ｔ
Ｉ
Ｃ
の
存
在
を
前
面

に
打
ち
出
し
て
い
る
。
ま
さ
に
、
京
急
Ｔ
Ｉ
Ｃ

が
「
京
急
グ
ル
ー
プ
が
手
掛
け
る
高
品
質
な
外

国
人
対
応
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
象
徴
的
な
存
在
と

な
っ
て
い
る
の
だ
。

「
訪
日
外
国
人
に
、
ア
ク
セ
ス
と
し
て
京
急

を
選
択
し
て
い
た
だ
く
。
そ
の
た
め
に
は
、
羽

田
空
港
に
到
着
し
て
、
ま
ず
京
急
Ｔ
Ｉ
Ｃ
に
足

を
運
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い

る
。
京
急
線
を
利
用
す
る
時
に
最
初
に
出
会
う

の
が
京
急
Ｔ
Ｉ
Ｃ
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
た
ち
。

京
急
グ
ル
ー
プ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
で
は
営

業
の
最
前
線
に
な
っ
て
い
る
」
と
浦
辺
部
長
は

大
き
な
信
頼
を
寄
せ
る
。
事
実
、
サ
ー
ビ
ス
自

体
は
無
償
で
も
、
企
画
乗
車
券
な
ど
の
売
り
上

げ
は
、
夏
期
に
実
施
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
対

前
年
比
37
％
増
の
実
績
を
上
げ
て
い
る
。

羽
田
空
港
国
際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
は
、
開
業

か
ら
数
え
て
４
年
目
を
迎
え
た
。
羽
田
空
港
の

再
拡
張
事
業
に
よ
り
、
２
０
１
３
年
度
末
に
は

国
際
線
の
発
着
枠
は
３
万
回
の
増
枠
に
よ
り

９
万
回
と
な
り
、
国
内
線
と
併
せ
て
44
・
７
万

回
に
拡
大
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
も

決
ま
り
、
羽
田
空
港
の
重
要
性
は
、
国
際
的
に

も
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
羽
田
空

港
が
日
本
と
世
界
を
結
ぶ
―
―
航
空
需
要
の
高

ま
り
と
と
も
に
、
羽
田
空
港
ア
ク
セ
ス
を
担
う

京
急
電
鉄
の
役
割
と
責
任
は
、
さ
ら
に
大
き
な

も
の
と
な
っ
て
い
く
に
違
い
な
い
。

1使ったカートはホームに置
いたままで OK。2京急TIC
の利用客は開設当初の 3 倍
近くに増えている。3「おも
てなし」をコンセプトに外国
人旅行客をサポートする京急
TIC。4好評だった京急TIC
コンシェルジュの夏季の浴衣
姿。

1 2

3 4
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羽
田
直
結
を
活
か
し
た
ホ
テ
ル
事
業

羽
田
空
港
ア
ク
セ
ス
強
化
に
よ
っ
て
増
強
さ

れ
た
空
港
直
結
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
、
羽
田

空
港
を
玄
関
口
に
、
国
内
外
か
ら
の
訪
問
客
を

沿
線
に
迎
え
る
―
―
鉄
道
事
業
が
展
開
す
る
広

壮
な
取
り
組
み
に
対
し
て
、
沿
線
各
地
で
早
く

も
結
果
を
出
し
て
い
る
の
が
、
ホ
テ
ル
事
業
だ
。

羽
田
空
港
ア
ク
セ
ス
の
利
用
者
増
に
伴
い
、

沿
線
の
ホ
テ
ル
需
要
は
年
々
増
大
し
て
い
る
。

京
急
グ
ル
ー
プ
で
は
２
０
０
７
年
よ
り
、
京
急

沿
線
、
都
営
地
下
鉄
浅
草
線
沿
線
に
ビ
ジ
ネ
ス

ホ
テ
ル
「
京
急
Ｅ
Ｘ
イ
ン
」
を
展
開
。
現
在
、

全
７
館
、
約
１
７
０
０
室
を
運
営
し
て
お
り
、

ビ
ジ
ネ
ス
誌
の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
ラ
ン
キ
ン
グ

で
も
第
６
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
す
る
な
ど
、
利
用

客
の
評
価
も
高
い
。

「
京
急
Ｅ
Ｘ
イ
ン
は
い
ず
れ
も
駅
か
ら
５
分
以

内
と
い
う
立
地
に
あ
る
。
羽
田
空
港
へ
は
乗
り

換
え
な
し
で
ア
ク
セ
ス
可
能
な
の
で
、
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ン
に
も
旅
行
客
に
も
人
気
が
高
い
。
ビ
ジ

ネ
ス
ホ
テ
ル
と
し
て
大
変
高
い
稼
働
率
を
保
っ

て
お
り
、
経
営
は
好
調
に
推
移
し
て
い
る
。
将

来
的
に
も
、
さ
ら
に
事
業
を
拡
大
し
て
い
き
た

い
」
と
、
國
生
伸
常
務
取
締
役
・
生
活
事
業
創

造
本
部
長
は
語
る
。

中
で
も
「
京
急
Ｅ
Ｘ
イ
ン
品
川
駅
前
」
は
、

９
３
５
室
と
都
内
最
大
級
の
部
屋
数
を
誇
る
。

も
と
も
と
は
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
だ
っ
た
ホ
テ
ル
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
オ
ー
プ
ン
し
て
お
り
、
部
屋

の
調
度
が
豪
華
で
広
く
、
利
用
客
に
も
好
評
だ
。

京
急
Ｅ
Ｘ
イ
ン
は
、
今
後
も
積
極
的
に
展
開

す
る
予
定
で
、
２
０
１
５
年
に
は
京
急
川
崎
駅

の
再
開
発
に
よ
り
新
た
に
建
設
さ
れ
る
駅
ビ
ル

の
上
層
階
に
開
業
を
予
定
し
て
い
る
ほ
か
、
同

年
中
に
東
銀
座
駅
近
傍
で
の
開
業
も
予
定
さ
れ

て
い
る
。

一
方
、
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
「
ホ
テ
ル 

グ
ラ
ン
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク 

Ｌ
Ｅ 

Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｂ
Ａ
」
は
、
京
急

沿
線
で
は
な
い
が
、
羽
田
空
港
か
ら
空
港
リ
ム

ジ
ン
バ
ス
で
約
20
分
と
い
う
好
ア
ク
セ
ス
の
レ

ジ
ャ
ー
ス
ポ
ッ
ト
、
台
場
に
あ
る
。
夏
休
み
期

間
な
ど
の
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
は
国
内
の
観
光
客
が

多
い
が
、
旧
正
月
な
ど
の
時
期
に
は
ア
ジ
ア
圏

か
ら
の
外
国
人
観
光
客
が
多
く
、
第
一
級
の
国

際
ホ
テ
ル
と
し
て
世
界
各
国
か
ら
多
彩
な
ゲ
ス

ト
を
迎
え
て
い
る
。

「
羽
田
空
港
の
国
際
線
の
発
着
枠
の
増
加
も

あ
り
、
ア
ジ
ア
圏
の
お
客
さ
ま
が
増
え
て
い
る
。

そ
う
し
た
お
客
さ
ま
に
ご
満
足
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、
主
に
ソ
フ
ト
面
、
ご
案
内
の
サ
イ
ン
や

従
業
員
の
言
語
能
力
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
急
務

に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ス
ラ
ム
圏
か
ら
の

お
客
さ
ま
も
増
え
て
お
り
、
宗
教
に
配
慮
し
た

メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
な
ど
も
課
題
と
し
て
い
る
。

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
な
が
ら
、
海
外
で
の

セ
ー
ル
ス
、
団
体
観
光
客
獲
得
に
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
」
と
國
生
常
務
は
語
る
。

２
０
２
０
年
開
催
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
競
技
会
場
予
定
地
が
、
台

場
周
辺
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
ホ
テ

ル 

グ
ラ
ン
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク 

Ｌ
Ｅ 

Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｂ
Ａ

の
注
目
が
今
後
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
は
間
違
い

な
い
だ
ろ
う
。

羽
田
空
港
の
国
際
線
就
航
に
よ
る
24
時
間
化

を
、
い
ち
早
く
誘
客
に
結
び
付
け
た
取
り
組
み

も
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
温
泉
施
設
「
天
然
温

泉 

平
和
島
」
だ
。
深
夜
早
朝
に
来
日
す
る
外
国

人
旅
行
客
を
迎
え
入
れ
る
た
め
、
２
０
１
０
年

11
月
よ
り
24
時
間
営
業
を
開
始
。
さ
ら
に
羽
田

京浜急行電鉄株式会社
生活事業創造本部 都心開発部長

金子雄一
Yuichi KANEKO

京浜急行電鉄株式会社 常務取締役
生活事業創造本部長

國生 伸
Shin KOKUSHO

羽田・品川のポテンシャルを活かした事業の展開
京急グループは、鉄道を含む交通事業以外にも、
不動産事業、レジャー・サービス事業、流通事業など幅広い事業を手掛けている。
グループでは、今後さらに重要性が増す羽田空港と、
大規模な開発が予定されている品川地区を「最重要拠点」に位置付け、
それぞれの高いポテンシャルを活かした事業を展開、さらなる飛躍を期している。

文◉茶木　環／撮影◉織本知之
写真提供／京浜急行電鉄株式会社
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空
港
国
際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
行
き
早
朝
無
料
送
迎

バ
ス
を
毎
日
運
行
し
て
い
る
。
早
朝
航
空
便
利

用
者
の
前
泊
に
対
応
す
る
も
の
で
、
利
用
者
に

大
変
好
評
だ
。

広
域
交
通
の
要
衝
と
し
て
発
展
す
る
品
川

京
急
グ
ル
ー
プ
が
、
羽
田
空
港
と
と
も
に
事

業
展
開
の
重
要
拠
点
に
位
置
付
け
て
い
る
の

が
、
品
川
地
区
だ
。

品
川
駅
の
現
在
の
乗
降
人
員
は
京
急
、
Ｊ
Ｒ

東
日
本
、
Ｊ
Ｒ
東
海
合
わ
せ
る
と
、
1
日
平
均

１
０
０
万
人
で
、
全
国
第
８
位
の
規
模
と
な
っ

て
い
る
。
京
急
線
で
羽
田
空
港
ま
で
わ
ず
か
15

分
、
Ｊ
Ｒ
東
海
の
東
海
道
新
幹
線
全
列
車
が
停

車
す
る
と
い
う
、
都
内
で
も
有
数
の
タ
ー
ミ
ナ

ル
駅
だ
。

こ
の
品
川
駅
が
大
き
く
変
貌
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
控
え
て
い
る
。
そ
の
一
つ
が
現
在
、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
が
建
設
を
進
め
て
い
る
東
北
縦
貫
線

の
開
業
だ
。
２
０
１
４
年
度
中
の
開
業
が
予
定

さ
れ
て
い
る
東
北
縦
貫
線
が
完
成
す
る
と
、
上

野
駅
止
ま
り
に
な
っ
て
い
る
宇
都
宮
線
・
高
崎

線
・
常
磐
線
の
３
線
が
東
京
駅
に

乗
り
入
れ
、
品
川
駅
ま
で
の
直
通

運
転
が
可
能
と
な
る
。
首
都
圏
北

部
主
要
都
市
と
品
川
が
ダ
イ
レ
ク

ト
に
結
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
わ
け

だ
。さ

ら
に
、
２
０
２
７
年
に
は
、

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
品
川
駅

－

名
古
屋
駅
間
（
所
要
時
間
約
40

分
）
が
開
業
、
２
０
４
５
年
に
は

大
阪
駅
（
同
約
67
分
）
ま
で
全
通

す
る
予
定
だ
。
中
部
・
近
畿
地
区

と
短
時
間
で
結
ば
れ
る
将
来
を
控
え
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
品
川
駅
が
交
通
の
要
衝
と
な
る
。
羽

田
空
港
と
と
も
に
、
品
川
駅
が
首
都
圏
広
域
交

通
の
拠
点
、
日
本
の
玄
関
口
と
な
っ
て
い
く
。

現
在
の
京
急
線
の
品
川
駅
の
１
日
乗
降
人
員

は
約
25
万
人
で
、
泉
岳
寺
駅
を
除
く
全
72
駅

中
、
１
日
約
30
万
人
の
横
浜
駅
に
次
い
で
第
２

位
と
な
っ
て
い
る
。
京
急
品
川
駅
の
乗
降
人
員

が
大
幅
に
伸
び
、
こ
の
順
位
が
変
わ
る
可
能
性

は
大
き
い
。

品
川
駅
は
、
品
川
駅

－

泉
岳
寺
駅
間
が
開
業

す
る
ま
で
、
京
急
本
線
の
起
点
と
さ
れ
て
き
た

駅
で
、
高
輪
口
周
辺
は
、
京
急
グ
ル
ー
プ
が
拠

点
と
し
て
き
た
地
で
も
あ
る
。
現
在
は
、
泉
岳

寺
に
位
置
す
る
京
急
電
鉄
本
社
ビ
ル
も
か
つ
て

は
品
川
駅
前
に
あ
っ
た
。
京
急
グ
ル
ー
プ
の
資

産
も
、
品
川
エ
リ
ア
で
は
高
輪
口
周
辺
に
集
中

し
て
お
り
、
約
６
万
㎡
の
土
地
を
保
有
し
て
い

る
。
主
な
敷
地
に
は
、
旧
京
急
本
社
跡
地
に

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ン
グ
高
輪
Ｗ
Ｅ

Ｓ
Ｔ
」、
駅
に
隣
接
し
た
「
ウ
ィ
ン
グ
高
輪
Ｅ
Ａ

Ｓ
Ｔ
」、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
で
あ
る
京
急
第
１
ビ
ル

や
オ
フ
ィ
ス
・
京
急
Ｅ
Ｘ
イ
ン
か
ら
成
り
立
つ
京

至
新
大
阪

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線（
計
画
）

至
名
古
屋

至
久
里
浜

至
大
船

山
手
線

京
浜
東
北
線

宇
都
宮
・

高
崎
線

常
磐
線

至
大
宮

至
池
袋

至
成
田
空
港

東
海
道
線

総
武
線

（
快
速
）

至水戸至黒磯

横
須
賀
線

東
海
道
新
幹
線

至
渋
谷
・
新
宿

至
横
浜
・
三
崎
口

至
小
田
原
・
熱
海

品 川

東 京

泉岳寺

京
急
線

都
営
浅
草
線

京
成
線

上 野

至千葉

羽田空港

押上
（スカイツリー前）

東北縦貫線
（工事中）

羽田・品川のポテンシャルを活かした事業の展開
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急
第
７
ビ
ル
、
高
架
下
の
フ
ー
ド
テ
ー
マ
パ
ー
ク

「
品
達
」
な
ど
多
様
な
施
設
を
持
っ
て
い
る
。

京
急
グ
ル
ー
プ
で
は
現
在
、
品
川
地
区
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
し
、
積
極
的
な
事
業
展
開

を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

２
０
１
０
年
９
月
に
営
業
を
終
了
し
た
大
型

シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
「
ホ
テ
ル
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
東
京
」

に
つ
い
て
は
業
態
変
更
を
行
っ
た
。
戦
前
は
皇

族
の
邸
宅
（
高
輪
南
町
御
用
邸
）
だ
っ
た
と
い

う
土
地
は
、
建
物
外
も
含
め
る
と
約
２
万
５‌

０
０
０
㎡
に
及
び
、
エ
リ
ア
内
の
京
急
グ
ル
ー

プ
保
有
地
の
中
で
最
も
土
地
面
積
が
広
い
。
翌

年
４
月
に
、
既
存
の
建
物
を
複
合
商
業
施
設

「
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ　

Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｓ
」
と
し
て

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
オ
ー
プ
ン
。
先
に
述
べ
た
ビ

ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
「
京
急
Ｅ
Ｘ
イ
ン
品
川
駅
前
」

を
中
核
に
飲
食
店
舗
、
大
規
模
貸
会
議
室
・
宴

会
施
設
、
物
販
店
舗
な
ど
多
様
な
テ
ナ
ン
ト
を

集
積
さ
せ
た
。

「
ホ
テ
ル
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
東
京
を
40
年
近
く
営

業
し
て
い
た
が
競
争
力
強
化
に
向
け
、
全
面
改

装
し
て
幅
広
い
お
客
さ
ま
に
ご
利
用
い
た
だ
け

る
複
合
施
設
に
し
た
」
と
國
生
常
務
は
語
る
。

続
い
て
２
０
１
２
年
10
月
に

は
、
駅
前
広
場
に
隣
接
す
る
ビ

ル
を
取
得
、
耐
震
補
強
な
ど
の

整
備
を
行
い
、
オ
フ
ィ
ス
・
飲

食
施
設
向
け
の
「
京
急
第
10
ビ

ル
」
を
開
業
し
た
。
そ
の
ほ

か
、
京
急
第
１
ビ
ル
高
層
棟
、

ウ
ィ
ン
グ
高
輪
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
の
大

規
模
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
も
す
で
に

完
了
し
、
２
０
１
４
年
以
降

は
、
鉄
道
駅
の
耐
震
補
強
工
事

と
と
も
に
ウ
ィ
ン
グ
高
輪
Ｅ
Ａ

Ｓ
Ｔ
な
ら
び
に
高
架
下
飲
食
店
舗
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
進
め
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

京
急
グ
ル
ー
プ
で
は
、
こ
う
し
た
グ
ル
ー
プ

資
産
を
最
大
限
に
活
用
し
な
が
ら
、
将
来
の
本

格
的
な
街
づ
く
り
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
、
今
後
も
、
品
川
駅
高
輪
口
周
辺

の
優
良
な
土
地
・
建
物
の
取
得
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
く
方
針
だ
。

公
的
ス
キ
ー
ム
で
国
際
都
市
を
目
指
す

さ
ら
に
、
品
川
駅
周
辺
で
は
現
在
、
大
規
模

な
再
開
発
構
想
が
浮
上
し
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
品
川

駅
と
Ｊ
Ｒ
田
町
駅
の
間
に
あ
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の

品
川
車
両
基
地
を
核
と
す
る
再
開
発
構
想
だ
。

現
時
点
で
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
東

北
縦
貫
線
が
完
成
す
る
と
、
現
在
、
品
川
車
両

基
地
に
所
属
し
て
い
る
列
車
を
品
川
以
北
の
基

地
に
配
置
換
え
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
車
両
基
地
が
不
要
に
な
る
。
そ
こ
で
車
両

基
地
の
西
寄
り
を
走
っ
て
い
る
山
手
線
と
京
浜

東
北
線
の
線
路
を
、
東
海
道
新
幹
線
に
沿
う
形

で
移
設
し
て
、
車
両
基
地
跡
地
の
西
側
15‌

ha
を至横浜

京急第2ビル

京急第6ビル

京急第3ビル

東
海
道
新
幹
線京急電鉄本社京急電鉄本社

京急第8ビル

京急第5ビル

京急第10ビル

京
急
第
１
ビ
ル

京
急
第
７
ビ
ル

ウ
ィ
ン
グ
高
輪
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ

ウィング高輪
EAST

SHINAGAWA
GOOS

京
急
線

泉岳寺駅

品川駅

田町駅

至東京

JR東日本
再開発予定地約15ha

1日本有数のレジャースポット、台場に位置する「ホテ
ル グランパシフィック LE DAIBA」。2「京急 EX イン
品川駅前」を中核とする複合商業施設「SHINAGAWA 
GOOS」。3ビジネスホテルとして躍進著しい「京急 EX
イン」。写真は１号店である大森海岸駅前。4大規模リ
ニューアルが完了した「ウィング高輪 WEST」。5 2012
年に取得した「京急第 10 ビル」。

2

4 5
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特集：羽田空港アクセスの強化
［京急電鉄の「羽田・品川」を核とした沿線価値向上の取り組み］

再
開
発
に
利
用
し
よ
う
と
い
う
計
画
だ
。
さ
ら

に
、
山
手
線
内
で
最
長
区
間
（
約
２・２
㎞
）
の

品
川
駅

－

田
町
駅
間
に
新
駅
を
設
置
す
る
構
想

も
あ
る
。
都
市
開
発
が
成
熟
し
た
東
京
都
内
に

お
い
て
は
「
最
後
の
大
型
開
発
」
と
も
言
わ
れ
、

品
川
と
い
う
都
心
の
一
等
地
の
再
開
発
構
想
に

関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
京
急
グ
ル
ー
プ
が
事

業
の
拠
点
に
置
く
高
輪
口
周
辺
も
、
再
開
発
エ

リ
ア
に
含
ま
れ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

こ
う
し
た
再
開
発
構
想
の
追
い
風
に
な
っ
て

い
る
の
が
、
公
的
ス
キ
ー
ム
の
充
実
だ
。
再
開

発
エ
リ
ア
と
な
る
品
川
駅
・
田
町
駅
周
辺
地
域

は
、
東
京
都
の
「
ア
ジ
ア
ヘ
ッ
ド
ク
ォ
ー
タ
ー

特
区
」
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
特
区
内
で
は
、

外
資
系
企
業
を
誘
致
す
る
た
め
の
戦
略
的
な
都

市
づ
く
り
を
目
指
し
、
規
制
緩
和
や
法
的
な
優

遇
措
置
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー

ト
が
実
施
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、「
ア
ジ
ア
ヘ
ッ
ド
ク
ォ
ー
タ
ー
特
区

は
、
国
の
「
国
際
戦
略
総
合
特
区
」
に
も
指
定

さ
れ
て
い
る
。
将
来
性
豊
か
な
産
業
や
外
資
系

企
業
の
集
積
に
よ
っ
て
、
日
本
経
済
の
成
長
を

リ
ー
ド
す
る
国
際
的
な
拠
点
づ
く
り
を
目
指
す

も
の
で
、
全
国
で
７
区
域
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。

京
急
沿
線
で
は
、
品
川
・
羽
田
周
辺
地
区
が

「
ア
ジ
ア
ヘ
ッ
ド
ク
ォ
ー
タ
ー
特
区
」
と
し
て
、

川
崎
・
横
浜
の
臨
海
部
が
「
京
浜
臨
海
部
ラ
イ

フ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
特
区
」
と
し
て
「
国
際
総

合
戦
略
特
区
」
の
指
定
を
受
け
て
い
る
が
、
こ

の
２
地
域
は
さ
ら
に
、
安
倍
内
閣
の
第
三
の
矢

に
位
置
付
け
ら
れ
る
成
長
戦
略
の
要
、「
国
家
戦

略
特
区
」
に
格
上
げ
さ
れ
る
可
能
性
も
高
い
。

こ
の
よ
う
に
自
治
体
と
国
に
よ
る
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
品
川

の
再
開
発
構
想
だ
が
、
追
い
風
は
こ
れ
だ
け
に

と
ど
ま
ら
な
い
。
品
川
駅
・
田
町
駅
周
辺
は
、

「
羽
田
空
港
の
国
際
化
と
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

の
整
備
を
契
機
に
、
東
京
の
新
た
な
玄
関
口
と

し
て
国
際
競
争
力
を
強
化
す
る
街
づ
く
り
を
推

進
す
る
」
と
し
て
、
都
市
再
生
本
部
が
所
管
す

る
「
特
定
都
市
再
生
緊
急
整
備
地
域
」
の
指
定

も
受
け
て
い
る
の
だ
。

国
も
東
京
都
も
品
川
地
区
の
有
望
性
、
将
来

性
に
期
待
を
か
け
る
。
特
区
の
指
定
を
起
爆
剤

に
、
大
規
模
な
再
開
発
が
進
み
、
品
川
は
国
際

的
な
街
へ
と
発
展
す
る
。

品
川
開
発
を
検
討
す
る
委
員
会
を
設
置

品
川
地
区
発
展
の
一
翼
を
担
う
京
急
グ
ル
ー

プ
も
、
品
川
駅
高
輪
口
周
辺
の
将
来
的
な
大
型

開
発
を
推
進
す
る
た
め
、
２
０
１
３
年
６
月
27

日
、
社
内
に
特
別
委
員
会
と
し
て
「
品
川
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
」
を
設
置
し
た
。
こ
の
委
員

会
を
中
心
に
、
関
係
者
と
協
議
を
進
め
、
品
川

地
区
の
開
発
を
加
速
さ
せ
て
い
く
方
針
だ
。

「
品
川
地
区
の
開
発
は
、
京
急
グ
ル
ー
プ
単
独

で
進
め
て
い
け
る
も
の
で
は
な
く
、
関
係
各
所

と
連
携
し
な
が
ら
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、
京
急

グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
考
え
方
を
き
ち
ん
と
ま
と

め
て
お
く
こ
と
が
必
要
だ
。
組
織
を
横
断
し
て

情
報
を
共
有
す
る
体
制
を
整
え
、
社
内
連
携
を

強
め
な
が
ら
、
事
業
戦
略
を
検
討
し
て
い
く
。

委
員
会
は
グ
ル
ー
プ
戦
略
室
長
を
委
員
長
に
、

鉄
道
本
部
と
生
活
事
業
創
造
本
部
の
本
部
長
２

人
の
３
人
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
実
際
の

会
議
に
は
各
部
長
、
課
長
ク
ラ
ス
も
自
主
的
に

参
加
し
、
実
践
的
な
議
論
を
行
っ
て
い
る
」
と

國
生
常
務
は
語
る
。

京
急
グ
ル
ー
プ
と
し
て
は
、
品
川
地
区
の
開

発
に
お
い
て
、
商
業
施
設
や
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
、

ホ
テ
ル
の
展
開
、
ビ
ル
建
設
や
そ
の
運
営
管
理

な
ど
、
グ
ル
ー
プ
内
の
全
事
業
が
活
躍
で
き
る

体
制
を
整
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
品
川
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
が
中
心
と

な
っ
て
議
論
を
深
め
て
い
く
方
針
だ
。

ま
た
、
京
急
電
鉄
で
は
品
川
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

委
員
会
の
発
足
に
続
き
、
組
織
を
再
編
し
て
い

る
。
生
活
事
業
創
造
本
部
内
に
新
た
に
「
都
心

開
発
部
」
を
発
足
、
品
川
駅
周
辺
を
中
心
と
す

る
都
心
部
の
開
発
計
画
を
強
力
に
推
進
す
る
。

こ
の
組
織
再
編
も
、
品
川
地
区
の
開
発
が
今
後

の
京
急
グ
ル
ー
プ
を
占
う
主
力
事
業
と
捉
え
て

実
施
さ
れ
て
い
る
。

で
は
京
急
グ
ル
ー
プ
は
、
現
時
点
に
お
い
て

ど
の
よ
う
な
プ
ラ
ン
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

「
基
本
的
に
は
、
京
急
グ
ル
ー
プ
の
資
産
の

中
で
も
最
も
広
大
な
土
地
を
有
す
る
『
Ｓ
Ｈ
Ｉ

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ　

Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｓ
』
が
開
発
の
核
に

な
る
」
と
國
生
常
務
は
語
る
。　

現
在
は
検
討
段
階
だ
が
、
将
来
的
に
は
こ
の

土
地
に
ま
っ
た
く
新
し
い
複
合
施
設
を
誕
生
さ

せ
る
。

「
品
川
エ
リ
ア
は
、
ホ
テ
ル
は
充
実
し
て
い
る

が
、
需
要
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
オ
フ
ィ
ス

ビ
ル
は
ま
だ
ま
だ
不
足
し
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

そ
の
た
め
、
京
急
グ
ル
ー
プ
の
開
発
も
オ
フ
ィ

ス
を
中
心
に
、
例
え
ば
、
商
業
施
設
や
ビ
ジ
ネ

ス
ホ
テ
ル
と
は
異
な
る
高
単
価
の
小
規
模
ホ
テ

ル
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
複
合
施
設
を
検
討
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
う
」
と
國
生
常
務
は

将
来
像
を
語
る
。

生
活
事
業
創
造
本
部
で
品
川
地
区
の
開
発
を

担
当
す
る
金
子
雄
一
都
心
開
発
部
長
も
「
ホ
テ

ル
の
街
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
品
川
を
変
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
考
え
て
い
る
。

「
広
域
交
通
の
要
衝
と
し
て
、
さ
ら
な
る
発

展
が
約
束
さ
れ
て
い
る
。
ア
ジ
ア
ヘ
ッ
ド

ク
ォ
ー
タ
ー
と
し
て
の
国
際
都
市
化
が
計
画
さ

れ
る
中
で
、
受
け
入
れ
態
勢
を
整
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
外
資
系
企
業
を
誘
致
す
る
に
し
て

も
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
な
ど
働
く
人
の
た
め
の
快

適
な
環
境
づ
く
り
な
ど
課
題
は
多
い
。
品
川
地

区
を
拠
点
と
す
る
わ
れ
わ
れ
と
し
て
も
、
こ
れ

か
ら
の
街
づ
く
り
に
つ
い
て
、
き
ち
ん
と
し
た

ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
、
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
」

と
金
子
部
長
は
抱
負
を
語
る
。

国
際
的
な
都
市
へ
と
変
貌
を
遂
げ
て
い
く
品

川
地
区
―
―
京
急
グ
ル
ー
プ
は
、
そ
の
一
翼
を

担
っ
て
い
る
。
そ
の
開
発
効
果
を
、
沿
線
全
域

に
波
及
さ
せ
、
沿
線
の
価
値
向
上
を
目
指
す
。

「
品
川
・
羽
田
を
玄
関
口
と
し
て
、
国
内
外
の

多
く
の
人
が
集
う
、
豊
か
な
沿
線
へ
」
と
い
う

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
、
京
急
グ
ル
ー
プ
は
一

丸
と
な
っ
て
、
そ
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

1

3
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　鉄道の発展や社会貢献に功績のあった鉄道事業者・団体に
授与される「日本鉄道賞」。国土交通省は、第 12 回日本鉄道
賞の大賞に、東京メトロ副都心線と東急東横線の接続で、
2013 年 3 月に実現した首都圏民鉄 5 社 7 線の相互直通運転
を選び、東京地下鉄株式会社、東京急行電鉄株式会社、東武
鉄道株式会社、西武鉄道株式会社、横浜高速鉄道株式会社な
らびに沿線住民団体「メグ会」の 5 社 1 団体に「日本鉄道大
賞」を授与した。

●首都圏都市鉄道の利便性が大きく向上
　東京メトロ副都心線は 2008 年の開業当初から、副都心線
の終着駅の和光市駅で東武東上線と、小竹向原駅で西武有楽
町線・西武池袋線と相互直通運転を行っている。
　それから５年の歳月をへて、2013 年 3 月、東急渋谷駅－代
官山駅間、約 1.4㎞区間の地下化工事完了により、東急東横線
と副都心線が相互直通運転を開始。すでに行われていた東京メ

トロ・東武・西武の 3 社直通運転と、東急東横線と横浜高速
鉄道の２社直通運転がつながり、５社７線という世界にも類例
を見ない相互直通運転が誕生した。
　日本鉄道大賞の選考理由は、本事業による広域的な相互直
通運転の実現は「首都圏都市鉄道の利便性を大きく向上させ、
かつ首都圏内陸部と沿海部の心理的距離感を縮め、地域間交
流の活性化に貢献する」としている。
　また「地下鉄における本格的な急行運転をわが国ではじめて
実施」したことや「相互直通運転による列車遅延・拡大のリス
クを、最小限にとどめる工夫」をしたことなど、広域相互直通
運転の実施とグレードアップを「公益的視点に立った日本的協
調」によって実現した民鉄５者の取り組みを高く評価した。
　表彰式には、「市民団体などとも連携し、本事業の一般国民
へのアピールに多面的に努力した」ことが評価され、ともに表
彰対象となった沿線住民団体の「メグ会」直通線隊ゴセン
ジャーの普及を楽しむ会も出席。日本鉄道大賞の受賞を祝った。

（左から）家田選考委員長と表彰された各社社長、メグ会代表 渋　谷

横　浜
元町・中華街

新宿三丁目

池　袋

小竹向原

和光市

森林公園
川　越

所　沢飯　能

西武池袋線・西武有楽町線

東武東上線

東急東横線

横浜高速みなとみらい線

東京メトロ副都心線

第12回「日本鉄道大賞」は

「首都圏民鉄５社７線による相互直通運転」に
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　駅での転落防止や列車との接触事故防止に高い効果を発揮す
るホームドアだが、国土交通省によると、全国約 9500 駅のうち
ホームドアの設置は 2013 年 9 月末現在、574 駅にとどまって
いる。設置費用が高額であることや扉位置の異なる車両に対応
できないことなどが普及の妨げとなっている。
　これらの課題の対応については、国土交通省の鉄道技術開発費
補助金による支援で新たなタイプのホームドアの開発が進められ
ており、現在、実用化に向け、「戸袋
移動型」「昇降ロープ式」「昇降バー
式」の新たなタイプのホームドア３種
の現地試験が民鉄３社の駅で実施さ
れている。

●新しい技術でホームの安全を守る
　他社と相互乗り入れが多い首都圏
では、扉位置の異なる車両に対応で
きることが必須だ。戸袋移動型ホー
ムドアは、扉の数や位置が異なる車
両に対し、戸袋が左右に移動して乗
降位置を調整、列車の扉の前でホー
ムドアを開閉する。西武鉄道の新所
沢駅に設置されており、安全性や耐
久性を確認する。

　また、ホームドアは高額な設置費用とともに、混雑するホーム
をさらに窮屈にする心配がある。昇降ロープ式・昇降バー式は、
それらの解決を目指して開発されたもので、従来のホームドア部
分を昇降するロープやバーに変えて軽量化と省スペース化を図り、
ホームの補強工事などを含めた全体のコストを大幅に引き下げた。
　昇降ロープ式ホームドアは、ホーム上に約 10 ｍ間隔で立てた
柱と柱の間に、ステンレス製ワイヤーに樹脂の皮膜を施したロー
プ柵を張り、電車の到着・出発に合わせてロープ柵を昇降させる
もの。東急田園都市線つきみ野駅に設置、その実用性が検討さ
れている。
　一方、強化プラスチック製のバーが３本上下動する昇降バー
式のホームドアは、相模鉄道のいずみ野線弥生台駅に設置され
た。バーの高さは降りた状態で最下段がホーム面から 50㎝、最
上段が 127.6㎝。最下段のバーの高さは車いすやベビーカーが
くぐり抜けない高さ、最上段は人が倒れたとしても線路に転落し
ない高さに設計されている。
　国土交通省の統計では、ホームでの列車接触や転落などの事
故は 2002 年度が 113 件だったのに対し、2012 年度には 223
件と増加傾向となっている。駅の安全性を高めるため、従来の
課題をクリアする新たなタイプのホームドアの実用化が期待され
ている。

新たなタイプのホームドアの実用化に向けた現地試験の実施について

（写真・資料提供／国土交通省鉄道局）

試験期間
（予定）

実施箇所

特　徴

開発メーカー

方　式 戸袋移動型 昇降ロープ式 昇降バー式

異なる扉位置や、車両の停止位置
がかなりずれた場合でも、戸袋が
移動することにより対応が可能。

従来のホームドア部分を昇降するバーやロープとすることで、開口部を
広くし、複数の扉位置に対応可能。また、軽量化により、設置コストの
低減を図る。

2013年8月～　
（試験期間：約６カ月間）

2013年10月～
（試験期間：約１年間）

2013年10月～
（試験期間：約１年間）

西武鉄道　新宿線　
新所沢駅

（株）神戸製鋼所 日本信号（株） （株）高見沢サイバネティックス

東京急行電鉄　田園都市線
つきみ野駅

相模鉄道　いずみ野線
弥生台駅

相模鉄道いずみ野線弥生台駅に設置された昇降バー式ホームドア。列車運行への影響
や安全性、バーの昇降速度や機能面について検証を行う。

車両扉位置の相違やコスト削減に対応

新たなタイプのホームドアの実用性の検証が始まる
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Ｊ
Ｒ
西
金
沢
駅
に
程
近
い
北
陸
鉄
道
石
川
線
の

新
西
金
沢
駅
は
、
時
間
帯
に
よ
っ
て
無
人
駅

に
な
る
。
そ
の
静
か
な
駅
で
一
人
電
車
を
待
つ
は
ず

が
、
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
い
う
う
ち
に
人
が
集
ま
り
、

気
づ
け
ば
ホ
ー
ム
は
人
で
一
杯
。
子
ど
も
た
ち
は
、

は
し
ゃ
ぎ
ま
わ
り
、
大
人
た
ち
も
楽
し
げ
に
世
間
話

に
花
を
咲
か
せ
る
。
一
気
に
賑
や
か
に
な
っ
た
駅
に

カ
ラ
ン
カ
ラ
ン
と
踏
み
切
り
の
音
が
鳴
り
響
く
と
、

お
待
ち
か
ね
の
鶴
来
行
き
電
車
が
や
っ
て
来
る
。

本
日
、
電
車
は
満
員
御
礼

券
売
機
の
な
い
無
人
の
新
西
金
沢
駅
か
ら
の
乗
車
。

乗
車
券
は
買
っ
て
い
な
い
の
に
、
車
内
で
は
乗
降
証

明
書
も
発
券
し
て
い
な
い
。
さ
て
、
ど
う
や
っ
て
精

算
す
る
の
か
と
、
周
り
の
様
子
を
伺
え
ば
、
財
布
を

出
し
た
乗
客
が
、
車
内
を
歩
く
車
掌
さ
ん
に
合
図
を

送
っ
て
い
る
。
ど
う
や
ら
乗
車
券
は
自
己
申
告
制
。

乗
車
駅
と
降
車
駅
を
車
掌
さ
ん
に
告
げ
て
、
車
内
で

乗
車
券
を
買
う
ら
し
い
。
と
こ
ろ
が
、
石
川
線
は
ほ

と
ん
ど
が
無
人
駅
。
電
車
が
停
車
す
れ
ば
、
降
り
る

人
は
車
掌
さ
ん
に
乗
車
券
を
差
し
出
し
、
乗
り
込
ん

だ
人
は
乗
車
券
を
求
め
て
手
を
挙
げ
る
。
石
川
線
鶴

来
行
き
は
、
本
日
満
員
御
礼
。
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら

手
が
差
し
出
さ
れ
、
車
掌
さ
ん
は
大
忙
し
。

隙
を
見
て
、
機
会
を
見
つ
け
て
、
何
と
か
車
掌
さ

ん
を
呼
び
止
め
、「
新
西
金
沢
か
ら
鶴
来
ま
で
」
と
申

告
。
パ
チ
ン
パ
チ
ン
と
は
さ
み
を
入
れ
ら
れ
た
乗
車

券
は
、
乗
車
駅
と
降
車
駅
、
日
付
に
丸
い
穴
が
開
い

た
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
薄
い
紙
片
。
初
め
て
見
る
の

に
な
ん
だ
か
懐
か
し
い
風
情
。

「
○
○
か
ら
鶴
来
ま
で
」。
続
々
と
続
く
自
己
申
告

の
乗
車
駅
は
さ
ま
ざ
ま
だ
け
ど
、
降
車
駅
は
鶴
来
駅

が
圧
倒
的
優
勢
。
皆
さ
ん
目
指
す
所
は
一
緒
で
し
ょ

う
か
？

鶴
来
の
町
に
人
が
集
ま
る

鶴
来
駅
で
扉
が
開
く
と
、
待
ち
か
ね
た
よ
う
に
乗

客
は
一
斉
に
改
札
に
向
か
う
。
そ
の
改
札
の
向
こ
う

に
は
、
乗
車
を
待
つ
人
の
列
。
小
さ
な
駅
の
構
内
は
、

瞬
間
行
き
交
う
人
で
埋
め
尽
く
さ
れ
る
が
、
目
的
地

へ
急
ぐ
人
々
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
駅
を
出
て
行
く
。

さ
て
、
本
日
２
０
１
３
年
10
月
13
日
の
白
山
市
鶴

木
で
は
、
二
つ
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
中
。
鶴
来
駅
を

出
て
右
手
に
向
か
え
ば
、
鶴
来
本
町
通
り
商
店
街
の

「
つ
る
ぎ
一
六
大
市
２
０
１
３
ご
当
地
グ
ル
メ
大
会
」、

左
手
に
向
か
え
ば
北
陸
鉄
道
の
「
２
０
１
３
ほ
く
て

つ
電
車
ま
つ
り
」
だ
。
電
車
を
降
り
た
乗
客
の
行
き

先
は
、
小
学
校
中
学
年
く
ら
い
ま
で
の
子
ど
も
を
連

れ
た
家
族
連
れ
の
６
、７
割
が
左
手
に
、
残
り
は
右
手

に
流
れ
て
い
く
。

北
陸
鉄
道
の
電
車
ま
つ
り
は
、
以
前
は
地
元
の
お

祭
り
「
ほ
う
ら
い
祭
り
」
と
同
日
に
開
催
し
て
い
た

が
、
現
在
で
は
、
数
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
グ
ル
メ
大

会
と
日
付
を
合
わ
せ
て
開
催
し
て
い
る
。
で
き
る
だ

け
多
く
の
人
に
、
鶴
来
の
町
に
足
を
運
ん
で
も
ら
い

た
い
と
の
思
い
か
ら
、
同
日
開
催
に
し
て
い
る
が
、

「
お
昼
時
は
、
ど
う
し
て
も
グ
ル
メ
に
行
っ
ち
ゃ
う
人

が
多
い
で
す
ね
」
と
北
陸
鉄
道
の
南
部
さ
ん
は
苦
笑

い
。
と
は
い
え
、
鶴
来
駅
に
隣
接
す
る
電
車
ま
つ
り

の
会
場
も
、
ま
ず
ま
ず
の
人
出
。
電
車
も
駅
も
人
で

溢
れ
て
い
る
し
、「
鶴
来
の
町
に
人
を
呼
ぶ
」、
そ
の

目
標
は
十
分
達
成
で
き
て
い
る
み
た
い
。

降りるのも行列、乗るのも行列

乗車券は、乗降車駅と日付に穴を開けてもらう

北陸鉄道株式会社
連
　
載文・写真　松澤美穂

全
国
各
地
で
鉄
道
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
る
「
鉄
道
の
日
」。

こ
こ
鶴つ

る

ぎ来
の
町
で
は
、

二
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
同
時
に
開
催
。

電
車
も
町
も
、
大
勢
の
人
で
賑
わ
う
。

北陸鉄道
【ほくりくてつどう】
内灘駅から北鉄金沢駅までを結ぶ
12駅 6.8㎞の浅野川線と、野町駅か
ら鶴来駅までを結ぶ16駅 13.8㎞の
石川線の２路線を運行。2013年10
月13日、創立70周年を迎えた。

内
灘

北鉄金沢

野町

新西金沢

鶴来

浅野川線

石川線

西金沢

金沢

北陸線
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子
ど
も
に
人
気
な
の
は
綱
引
き
体
験

電
車
ま
つ
り
会
場
は
、
北
陸
鉄
道
石
川
線
の
車
両

基
地
。
当
然
、
時
刻
に
な
れ
ば
そ
の
す
ぐ
脇
を
電
車

が
通
過
し
て
い
く
が
、
線
路
と
会
場
の
仕
切
り
が
な

い
た
め
、
社
員
が
警
備
に
付
く
。「
普
段
は
自
由
に
入

れ
な
い
場
所
」
な
感
じ
が
、
ま
た
楽
し
い
。

さ
っ
そ
く
停
車
中
の
電
車
に
乗
り
込
む
と
、
北
陸

鉄
道
の
写
真
が
一
面
に
ず
ら
り
。
今
日
こ
の
日
、

２
０
１
３
年
10
月
13
日
に
創
立
70
周
年
を
迎
え
た
北

陸
鉄
道
の
歴
史
の
長
さ
を
、
モ
ノ
ク
ロ
か
ら
カ
ラ
ー

に
変
わ
っ
て
い
く
写
真
が
表
現
す
る
。
人
だ
か
り
の

で
き
た
運
転
席
で
は
、
運
転
手
さ
ん
の
制
帽
を
か

ぶ
っ
て
得
意
げ
に
笑
う
小
さ
な
運
転
手
さ
ん
を
、
両

親
祖
父
母
が
写
真
に
収
め
る
。
運
転
席
か
ら
の
景
色

は
魅
力
的
だ
け
れ
ど
、
順
番
を
待
っ
て
い
る
の
は
子

ど
も
ば
か
り
、
行
列
に
参
加
す
る
の
は
恥
ず
か
し
い
。

ひ
と
ま
ず
電
車
を
降
り
る
と
、「
ね
ぇ
、
綱
引
き

は
ー
」
と
い
う
子
ど
も
の
声
。「
機
関
車
綱
引
き
体

験
」
の
看
板
の
横
、
出
番
待
ち
の
機
関
車
を
前
に
、

小
さ
な
子
ど
も
が
一
人
で
綱
を
引
い
て
い
る
。
そ
の

後
ろ
で
は
社
員
の
方
が
「
も
う
少
し
集
ま
ら
な
い
と
、

動
か
な
い
か
ら
…
」「
駅
で
呼
び
込
み
し
ま
し
ょ
う

か
」
と
声
を
潜
め
て
相
談
中
。
ど
う
な
る
こ
と
か
と

待
っ
て
い
る
と
、
コ
ー
ワ
の
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
〝
ケ

ロ
ち
ゃ
ん
〞
が
、
社
員
の
「
綱
引
き
体
験
こ
ち
ら
で

す
！
」
の
呼
び
声
と
と
も
に
登
場
。
聞
け
ば
民
鉄
協

の
地
方
民
鉄
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
訪
問
中
と
か
。

ケ
ロ
ち
ゃ
ん
登
場
の
効
果
か
、
続
々
と
人
が
集
ま
り
、

綱
引
き
も
い
よ
い
よ
開
始
。
20
人
ほ
ど
の
子
ど
も
に

数
人
の
大
人
が
加
勢
。
子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん
、
加
勢

の
大
人
も
ど
う
や
ら
本
気
で
綱
を
引
く
。
約
31
ｔ
の

機
関
車
が
、
無
事
ゆ
っ
く
り
と
動
き
だ
し
、
子
ど
も

た
ち
の
歓
声
を
上
が
る
。「
重
か
っ
た
！
」「
動
い

た
！
」
と
叫
ぶ
子
ど
も
た
ち
に
参
加
の
記
念
品
が
配

ら
れ
る
と
、
今
度
は
記
念
品
を
片
手
に
機
関
車
前
で

撮
影
大
会
開
始
。
一
人
で
綱
を
引
い
て
い
た
子
も
、

ケ
ロ
ち
ゃ
ん
と
写
真
を
撮
っ
て
、
満
足
そ
う
。

記
念
撮
影
で
混
雑
す
る
機
関
車
周
辺
を
避
け
て
、

70
周
年
記
念
グ
ッ
ズ
の
販
売
ブ
ー
ス
や
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
に
並
ん
だ
鉄
道
部
品
を
眺
め
る
。
こ
う
し
た
鉄
道

部
品
の
販
売
が
お
目
当
て
の
鉄
道
フ
ァ
ン
は
、
開
始

時
間
前
か
ら
並
ん
で
待
つ
と
い
う
。
果
た
し
て
今
年

は
何
人
が
、
掘
り
出
し
物
を
手
に
入
れ
ら
れ
た
か
。

イ
ベ
ン
ト
二
つ
、
掛
け
持
ち
参
加

会
場
を
出
て
駅
に
戻
り
、
そ
の
ま
ま
駅
を
通
り
過

ぎ
て
右
手
に
向
か
う
。
お
昼
を
過
ぎ
て
お
腹
も
す
い

た
、
近
く
で
グ
ル
メ
の
イ
ベ
ン
ト
も
や
っ
て
い
る
。

お
ま
け
に
グ
ル
メ
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
は
、
石
川
線

の
鶴
来

－

野
町
駅
間
の
無
料
乗
車
券
も
配
布
し
て
い

る
と
い
う
か
ら
、
行
か
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

歩
く
こ
と
し
ば
し
。
屋
台
の
連
な
り
が
見
え
て
き

た
と
思
っ
た
ら
、
食
欲
を
そ
そ
る
香
り
が
押
し
寄
せ

て
く
る
。
屋
台
を
冷
や
か
し
な
が
ら
ふ
と
見
れ
ば
、

電
車
ま
つ
り
の
会
場
で
も
見
か
け
た
家
族
連
れ
の
姿

が
チ
ラ
ホ
ラ
。
ク
リ
ー
ム
た
っ
ぷ
り
の
ク
レ
ー
プ
に

か
ぶ
り
つ
く
子
の
腕
に
下
が
っ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
は
、

綱
引
き
参
加
の
記
念
品
が
透
け
て
見
え
る
。
イ
ベ
ン

ト
二
つ
を
掛
け
持
ち
し
て
、
大
満
足
の
ご
様
子
。

串
焼
き
、
や
き
そ
ば
、
お
団
子
、
コ
ロ
ッ
ケ
…
あ

れ
も
食
べ
た
い
、
こ
れ
も
食
べ
た
い
。
食
欲
の
秋
を

満
喫
し
た
ら
、
帰
り
の
電
車
は
き
っ
と
熟
睡
。

販売ブースにも続々と人が集まる。鉄道用品の今年の売れ筋は方向幕「つるぎ一六大市 2013 ご当地グルメ大会」会場では、
鶴来駅から野町駅までのキップが無料配布されている

運転席に座る順番待ちの小さな運転手さん機関車が動くと、大歓声が上がる。記念品はミニタオルなど。持っているのは北陸鉄道の南部さん
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「
こ
と
で
ん
」
の
名
で
親
し
ま
れ
る
高

松
琴
平
電
気
鉄
道
の
三
つ
の
路
線
は
、
そ

れ
ぞ
れ
異
な
る
会
社
が
明
治
か
ら
大
正
に

か
け
て
開
業
し
て
い
る
。
最
も
早
く
開
業

し
た
の
は
志し

度ど

線
で
、
明
治
四
十
四
年
に

東と
う
さ
ん讃
電
気
軌
道
が
今
橋

－

志
度
（
現
・
琴

電
志
度
）
間
を
開
業
。
大
正
五
年
に
四
国

水
力
電
気
に
合
併
さ
れ
た
後
、
延
伸
し
、

昭
和
十
七
年
、
讃さ

ぬ
き岐
電
鉄
と
し
て
独
立
し

た
。
長
尾
線
は
、
明
治
四
十
五
年
に
高
松

電
気
軌
道
が
出で

は
れ晴

－

長
尾
間
を
開
業
。
本

線
格
で
あ
る
琴
平
線
は
、
大
正
十
五
年
に

琴
平
電
鉄
が
栗り

つ
り
ん林
公
園

－

滝た
き
の
み
や宮
間
を
開

業
、翌
年
、高
松（
現
・
瓦
町
）－

琴
平（
現
・

琴
電
琴
平
）
間
を
全
通
さ
せ
て
い
る
。
高

松
琴
平
電
気
鉄
道
は
昭
和
十
八
年
、
こ
の

三
社
の
戦
時
統
合
に
よ
り
誕
生
し
た
。

初
三
郎
鳥
瞰
図
作
品
の
本
図
は
、
昭
和

六
年
秋
に
香
川
県
が
発
行
し
た
全
県
鳥
瞰

図
で
あ
り
、
国
鉄
（
現
・
Ｊ
Ｒ
）
網
は
太

い
赤
線
で
、
こ
と
で
ん
の
前
身
時
代
の
鉄

道
網
や
昭
和
二
十
九
年
に
廃
止
と
な
っ
た

琴
平
参
宮
電
鉄
（
当
時
・
琴※

平
急
行
電

文
・
藤
本
一
美

text by Kazum
i FUJIM

O
TO

※琴平急行電鉄（抜出－琴急琴平）については、昭和八年初三郎画『琴平急行沿線名勝鳥瞰図』がある。

連載─第�回

史
蹟
と
風
光
の
香
川
県

香
川
県
鳥
瞰
図
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鉄
）、
昭
和
十
六
年
に
廃
止
と
な
っ
た
琴
電

塩し
お
の
え江

線
（
当
時
・
塩
江
温
泉
鉄
道
）
は
細

い
赤
線
で
表
現
し
て
い
る
。

大
胆
な
構
図
は
、
海
上
航
路
の
瀬
戸
内

海
と
岡
山
県
宇
野
側
上
空
か
ら
の
視
点
で

広
角
に
捉
え
、
四
国
の
表
玄
関
高
松
市
の

栗
林
公
園
や
屋
島
・
壇
ノ
浦
、
五ご

け
ん
ざ
ん

剣
山
、

丸
亀
城
跡
、
善
通
寺
、
満ま

ん
の
う
い
け

濃
池
な
ど
の
名

所
・
旧
跡
が
立
体
絵
図
と
し
て
ひ
し
め
い

て
い
る
。
今
は
な
い
坂
出
の
塩
田
地
帯
に

は
、
な
ぜ
か
懐
か
し
さ
を
覚
え
る
ほ
ど
だ
。

何
と
言
っ
て
も
一
番
大
き
な
バ
ッ
ク
グ

ラ
ウ
ン
ド
は
、
琴
電
琴
平
駅
を
起
点
と
す

る
象ぞ

う
ず
さ
ん

頭
山
中
腹
・
山
麓
斜
面
に
立
地
し
て

い
る
金こ

と

ひ

ら

ぐ

う

刀
比
羅
宮
（
こ
ん
ぴ
ら
さ
ん
）
で

あ
ろ
う
。
海
上
の
守
護
神
大お

お
も
の
ぬ
し
の
み
こ
と

物
主
命
を
祀

る
と
お
り
「
こ
ん
ぴ
ら
／
ふ
ね
ふ
ね
／
追お

風い
て

に
帆
か
け
て
…
シ
ュ
ラ
シ
ュ
シ
ュ

シ
ュ
ッ
」
の
民
謡
（
座
敷
歌
）
も
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
宮
ま
で
七
八
五
段
、
さ
ら
に
奥
社
厳い

ず

魂た
ま

神
社
ま
で
五
八
三
段
の
石
段
を
登
る
参

道
が
待
っ
て
い
る
。
本
宮
前
か
ら
の
、
讃

岐
平
野
の
象
徴
で
あ
る
讃
岐
富
士
・
飯
野

山
と
瀬
戸
内
海
の
眺
望
は
圧
巻
で
あ
り
、

奉
納
さ
れ
た
大
漁
旗
や
絵
馬
は
見
も
の
。

今
で
も
漁
師
さ
ん
や
一
般
参
詣
客
の
信
仰

の
あ
つ
い
こ
と
が
本
図
か
ら
想
像
で
き
そ

う
で
あ
る
。
左
端
に
は
大
き
な
小
豆
島
を
、

遥
か
彼
方
に
は
お
な
じ
み
の
富
士
を
描
画
。

桜
と
紅
葉
の
同
時
表
現
も
巧
み
で
あ
る
。

『史蹟と風光の香川県
［香川県鳥瞰図］』（昭和６〈1931〉年秋）
香川県（香川県国立公園協会）　発行
犬山市　日本ライン蘇江の観光社　印刷

藤本一美
首都大学東京・専修大学非常勤講師。日本地図学会会員。鳥瞰図・展望図資料室兼山岳情報資料室主宰。
近・現代の鳥瞰図絵師の作品収集と研究に精力的に取り組んでいる。著書に『旅と風景と地図の科学Ⅱ』（私家版 2006 年）、
最新刊に『展望の山50選 関東編』（東京新聞出版局）がある。

高松琴平電気鉄道株式会社
Takamatsu-Kotohira Electric Railroad Co.,Ltd.
設立：昭和 18 年 11 月 1 日
本社：高松市栗林町２-19-20

　県都高松市街の瓦町駅を要に、高松城の堀端を出
発して金刀羅宮を目指す琴平線、四国霊場の長尾寺
に至る長尾線、海辺を走る志度線の３路線、約 60㎞
を運行している。開業以来の駅舎も数多く残っている
が、平成 17 年 2 月には四国初となる電車・バス共通
のＩＣカード乗車券「IruCa」の運用を開始。これま
でに 26 万枚を発行するなど、「うみ・まち・さと～心
でむすぶ」を掲げ、魅力あるまちづくりに取り組んで
いる。平成 23 年には、今橋－志度（現・琴電志度）
間の開業から数えて１００周年を迎えた。

こんぴら参りやお遍路、
名所旧跡を結ぶ３路線

琴平線
長尾線

志度線

琴平

栗
林

屋
島

八
栗
口

志
度

高松

土
讃
線

長
尾

琴
電
琴
平

滝
宮

仏生山

栗林公園

瓦
町

高松築港

今橋

琴
電
志
度

八
栗

高松琴平電気鉄道株式会社 路線図

予讃線

高徳線

吉田初三郎画『国立公園瀬戸内海鳥瞰図絵はがき』（昭和９<1934> 年）、観光社出版部
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